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【写真】�「休日応急診療所」「病児・病後児保育室」（令和４年１月開設）

令
和
４
年
３
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
で
は
、
限

ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
各
部
内
に
お
い
て
徹
底
し
た
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、「
中
期
財
政
計
画
」
に
沿
っ

た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
裁
量
経
費
の

施
策
別
予
算
配
当
に
お
い
て
、
前
年
度
比
平

均
２
％
の
削
減
を
行
う
一
方
で
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
将
来
を
見
据
え
て
よ
り
良
い
浜

田
市
を
創
り
あ
げ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
事

業
の
要
求
枠
を
設
定
し
、
柔
軟
な
発
想
に
よ

る
事
業
提
案
の
機
会
を
担
保
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
高
度
衛
生
管
理
型
４
号

荷
捌
所
整
備
や
周
布
橋
の
架
け
替
え
に
加
え
、

石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
長
沢

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
整
備
や
、
学
校
体
育
館
ト
イ

レ
洋
式
化
な
ど
の
大
型
投
資
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支

援
や
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
の
対
象
年
齢
拡
充
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

自
然
災
害
対
策
と
し
て
、
防
災
備
蓄
倉
庫
整

備
事
業
を
は
じ
め
、
津
波
危
険
地
域
表
示
板

設
置
事
業
や
河
川
緊
急
浚
渫
事
業
を
新
た
に

行
い
ま
す
。
一
方
で
、
財
政
運
営
の
健
全
化

の
た
め
、
約
８
億
円
の
地
方
債
の
繰
上
償
還

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
の
結
果
、
令
和
４
年
度

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３
８
９
億
１
０
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
金

額
で
16
億
８
０
０
０
万
円
の
増
、
率
に
し
て

４
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
国
の

地
方
財
政
対
策
を
注
視
し
つ
つ
、
総
合
振
興

計
画
や
総
合
戦
略
の
着
実
な
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
10
月
に
策

定
し
た
行
財
政
改
革
大
綱
を
踏
ま
え
、
人
口

減
少
な
ど
に
よ
る
変
化
に
対
応
し
た
体
制
づ

く
り
に
あ
わ
せ
て
、
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ

る
政
策
実
現
、
新
た
な
行
政
需
要
へ
の
対
応

に
必
要
と
な
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
既
存
事

業
を
随
時
見
直
し
な
が
ら
、「
ス
ク
ラ
ッ
プ・

フ
ォ
ー
・
ビ
ル
ド
」
に
よ
る
事
業
構
築
を
図

る
な
ど
、
将
来
に
責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

問合せ
・財政課財政係　☎�９２１０
・各事業担当課

注表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

■公営企業会計（３会計） （単位：千円）
会　　計　　名 収入 支出

水  道  事  業 収益的収支 1,961,731 1,859,255
資本的収支 1,020,028 1,781,918

工業用水道事業 収益的収支 129,458 126,959
資本的収支 2,789 8,994

■特別会計（６会計） （単位：千円）
会　　計　　名 予算額

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 5,948,714
直 診 勘 定 269,044

駐 車 場 事 業 24,684
農 業 集 落 排 水 事 業 649,835
漁 業 集 落 排 水 事 業 34,024
生 活 排 水 処 理 事 業 57,777
後 期 高 齢 者 医 療 954,231

歳　出

（単位：百万円）歳　入
市税
7,２８０（1８.7%）

分担金及び
負担金
２4８（０.7%）
使用料及び
手数料
571（1.5%）

地方譲与税等
1,9２1（4.9%）

繰入金
3,1８1（８.２%）
諸収入
1,００5（２.6%）
その他
1,169（２.9%）地方交付税

11,9００（3０.6%）

国庫支出金
6,０69（15.6%）

県支出金
２,655（6.８%）

市債
２,911（7.5%）

一般会計
歳入

389億1,000万円（34.6%）

注表示単位未満単純四捨五入のため、集計は必ずしも一致しません

人件費
6,1８7（15.9%）

扶助費
7,5２4（19.3%）

公債費
6,２79（16.1%）

補助費等
4,156（1０.7%）

普通建設事業費等
5,８99（15.２%）

物件費
4,5２9（11.6%）

維持補修費
344（０.9%）

積立金
5０８（1.3%）

貸付金
94（０.２%）

繰出金
3,39０（８.7%）

一般会計
歳出【性質別】
389億1,000万円

（51.4%）

（33.5%）

その
他

の
経
費

義
務

的
経

費

自 主
財
源

依
存

財
源

公共下水道事業 収益的収支 539,003 538,475
資本的収支 354,724 572,633

令和４年度浜田市当初予算

予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

　
　
　
　
　
確
立
に
向
け
て

一般会計の概要

特別会計・公営企業会計

一
般
会
計
予
算

総
額　

３
８
９
億
１
０
０
０
万
円

（65.4%）

投資的経費
（15.２%）

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経費
●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療費な
どの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要する
経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校など
公共用又は公用施設の建設に要する経費及び災
害復旧に要する経費

●物件費：旅費・需用費・役務費・委託料・使用
料及び賃借料などの物財調達のための経費

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用施設
などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付金・
負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目的と
して貸付けを行うための経費

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計相互
間において支出される経費

用語解説（歳出）

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、事業
の受益者から、一部を負担してもらうお金

●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証明の
発行などの手数料

●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：寄附金など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市に交
付されるお金

●地方交付税：全ての市町村で等しく行政サー
ビスが提供できるよう国が交付するお金

●国庫支出金：特定の事業に対して交付される
国からの補助金など

●県支出金：特定の事業に対して交付される県
からの補助金など

●市債：市が資金調達のために借り入れるお金

用語解説（歳入）
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庁舎の管理、徴税、ま
ちづくりセンターの管
理などに使います。107,742円

子育て支援や高齢者、障が
いのある人への支援、生活
保護などに使います。222,821円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。14,757円71,362円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。26,900円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

122,200円

小中学校、幼稚園、
文化財保護、社会
教育などに使います。56,300円

議会運営、災害復
旧などに使います。

14,171円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
水産業の振興
に使います。58,185円

62,772円

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他

１人あたりの
歳　出　額
75万7,210円

予算額（一般会計）を10,000分の１にして１年間の家計簿風にしてみると…

支出（　）は市の性質別区分 令和４年度
当初予算

構成比
（%）

食　費（人件費） 61万9千円 15.9 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 45万3千円 11.6 
医療費（扶助費） 75万2千円 19.3 
ローンの返済金（公債費） 62万8千円 16.1 
子どもへの仕送り（繰出金） 33万9千円 8.7 
家の増築費（普通建設事業費等） 59万円 15.2 
町内会費、サークル会費
（補助費等） 41万5千円 10.7 

定期貯金（積立金） 5万1千円 1.3 
アパートの修理、知人へ貸したお金など
(維持補修費、貸付金など） 4万4千円 1.2 

合　　　計 389万1千円 100.0 
※　表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずし

も一致しません。

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　 兄弟からの援助（国県支出金）が増えます。
　　　　家を増築するための銀行からの借入金（市債）
　　　　が減ります。
・支出　光熱水費、日用雑貨代（物件費）が増えます。
　　　　家の増築費（普通建設事業費等）が増えます。

収入（　）は市の収入科目 令和４年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税） 72万8千円 18.7 
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 30万円 7.7 

預金の取崩し（繰入金） 31万8千円 8.2 

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税等） 138万2千円 35.5 

兄弟からの援助（国県支出金） 87万2千円 22.4 
家を増築するための銀行からの
借入金（市債） 29万1千円 7.5 

合　　　計 389万1千円 100.0 

市民１人あたりの歳出状況

令和４年度当初予算額 3８9億1,０００万円 を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。（ 　 　 ）人　口　51,386 人

世帯数　25,658世帯
（Ｒ４．３．１現在）　今年度の歳出予算のうち、新規事業

を中心に、主な事業をお知らせします。
※　金額は今年度にかかる事業費であり、表示単位未満単純

四捨五入を行っています。
※　事業の詳細については、担当課にお問い合わせください。

今年度の主な事業

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

事業内容

　美肌資源のパッケージ化、旅行企画商品の造成
及び新規商品開発などを推進し、中山間地域への
誘客を図ります。

○会計年度任用職員　１人
○美肌観光推進事業補助金

445万円美肌観光推進事業

担当　観光交流課、各支所産業建設課

事業内容

　「渚の交番be」を拠点として、浜田の海の魅力を
高めるため様々な機関と連携した事業を行い、浜
田の海の活性化を図ります。

〇海のまち・はまだ魅力化プロジェクト事業
　補助金

担当　まちづくり社会教育課

担当　農林振興課

事業内容

３,200万円担い手等育成支援事業
新規

　今後市内農業の中心経営体として活躍が期待で
きる人や、市の振興作物に取り組む産地を支援す
ることで、地域農業の担い手の確保・育成を図り
ます。

○担い手育成事業補助金
○産地振興事業補助金

1,1３2万円
新規

事業内容

担当　水産振興課

　浜田漁港周辺エリアの活性化及びにぎわい創出
を図るために、はまだお魚市場の敷地内にイベン
トスペースを設置します。

○イベントテント設置　２張
○イベントステージ・屋外用ベンチ購入
○イベントテント緊急撤去・再設置費

200万円海のまち・はまだ魅力化
プロジェクト事業

新規

活力のある産業を育て雇用をつくるまち

浜田漁港周辺エリア
イベントスペース設置事業

新規

協働による持続可能なまち

事業内容

地域活性化起業人制度を導入し、民間企業のノ
ウハウやネットワーク、営業力を活用して、浜田
市の「食」の魅力化と観光客数及び交流人口の増
加を図ります。

○地域活性化起業人　１人

担当　観光交流課

640万円「食」を通じた浜田の
魅力化向上事業

新規

今年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり

８7万7,5２7円

　浜田さ
ん家の家計簿

イメージ
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今年度の主な事業

安全で安心して暮らせるまち

事業内容

　平成19年から運用している高機能消防指令セン
ターのシステムの全更新を行います。

○整備スケジュール
令和４年度　実施設計
令和５年度　機器整備

471万円高機能消防指令センター
更新事業

担当　消防本部通信指令課

事業内容

　市内全域の空き家の実態を把握するため、空き
家調査を行います。

〇空き家調査業務委託
担当　建築住宅課

担当　防災安全課

事業内容

4,607万円防災備蓄倉庫整備事業
新規

　災害時に必要となる物資を適切に保管するため、
防災備蓄倉庫を整備します。

○実施設計業務委託
○倉庫新設工事

248万円
新規

事業内容

担当　防災安全課

　津波発生時、市民が適切な避難行動をとれるよ
うに津波危険度情報を色によって示す表示板を電
柱などに設置します。

○津波危険地域表示板作成委託料

990万円空き家調査事業
新規

安全で安心して暮らせるまち

事業内容

所在地：周布町、治和町
令和３年台風第９号及び令和３年８月11日から

の豪雨により被災し全面通行止めとなっている周
布橋の架け替えを行います。

○既設橋撤去工事　　一式
○橋梁下部工工事　　一式

担当　建設整備課

4億2,689万円周布橋整備事業
継続

津波危険地域表示板
設置事業

新規

生活基盤が整った快適に暮らせるまち

事業内容

市管理河川の浚
しゅんせつ

渫（河川に堆積した土砂などの
撤去）を行い、河川の通水断面を確保します。

○河川浚渫工事　一式

担当　維持管理課、各支所産業建設課

4,966万円河川緊急浚
しゅん

渫
せ つ

事業
新規

今年度の主な事業

健康でいきいきと暮らせるまち

事業内容

　子どもなどが安全に安心して教育が受けられる
環境の整備や教育備品などの充実及び市民などの
文化活動やスポーツ振興環境の整備を行います。

○教育施設整備・備品等購入費
学校施設整備事業
学校体育館トイレ洋式化（Ｒ４～Ｒ７）
学校教育備品等整備事業
スポーツ施設整備事業
文化施設整備事業

6,141万円教育環境整備事業

担当　教育総務課、学校教育課、文化スポーツ課

事業内容

　市民の意識醸成を図るため「市民と共に学ぶ環
境づくり」に取り組みます。

○動画作成配信経費
○普及啓発アプリ導入経費
○エコポイント交換商品券購入

担当　環境課カーボンニュートラル推進室

担当　健康医療対策課

事業内容

957万円高齢者の保健事業と介護
予防の一体的実施事業

新規

　高齢者の保健事業と介護予防を一体的に行うこ
とで、高齢者の特性や個人の状態に応じた包括的
な支援を行います。

○会計年度任用職員（保健師・栄養士）　３人
○啓発用資材等購入費

8,695万円
拡充

事業内容

担当　保険年金課

　島根県の交付金を活用し、乳幼児医療費助成事
業の対象年齢を市独自に拡大し、子育て世帯の更
なる負担軽減を図ります。

○医療費助成
・助成対象
　小学校１年生から18

歳年齢到達後最初の
３月31日までの子

・助成内容
　〈医療費負担割合〉
　小学生：１割
　中学生から18歳年齢
　到達後最初の３月31
　日までの子：３割
・自己負担限度額
　入院：2,000円／月
　通院：1,000円／月

610万円市民と共に学ぶ
環境づくり事業

新規

夢を持ち郷土を愛する人を育むまち

事業内容

島根県の補助制度を活用し、太陽光発電システ
ム及び蓄電池設備などを設置する個人、事業者に
対し助成を行います。

○住宅用太陽光発電システム設置者への補助金
１件限度額　40,000円×４ｋｗ

○住宅用蓄電池設備設置者への補助金
１件限度額　200,000円

○太陽熱利用設備設置補助金
○木質バイオマス熱利用設備設置補助金
○林地残材集積装置設置補助金
○畜産バイオマス導入支援補助金

担当　環境課カーボンニュートラル推進室

580万円地域の再エネ導入支援事業
新規

子ども医療費助成事業

継続

自然環境を守り活
い

かすまち

事業内容

子育て世代が子どもと一緒に安心して遊べる場
となるよう、身近な公園の遊具などを整備します。

○公園遊具等更新工事　一式（Ｒ４～Ｒ６）

担当　維持管理課

5,760万円公園環境整備対策事業
新規

R4.4～

対
象

医療
区分

自己負担
割合 限度額

未
就
学
児

県制度
市独自制度
限度額

入院
１割

2,000 0
通院 1,000 0

薬局等 0

小
学
生

県制度
入院

１割
2,000

通院 1,000
薬局等 0

中
学
生

市独自制度
入院

３割
2,000

通院 1,000
薬局等 0

中
学
校
終
了
後

～
18
歳
年
度
末

市独自制度
入院

３割
2,000

通院 1,000
薬局等 0

市が対象を拡充 ※　網掛け部分：市独自制度

イメージ

※　令和４年度当初予算の詳細は、
市ホームページに掲載しています。
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①結婚新生活支援事業補助金 ②結婚新生活応援金

概要

新婚世帯の住居費（※）や引っ越し費用を補助
します。
※　令和４年度から購入費用、賃貸費用に
　加え、リフォーム費用も対象となりました。
・補助上限額　１世帯当たり30万円

新婚世帯へ結婚新生活応援金を支給します。
・１世帯当たり10万円

対象要件
（※）

・令和４年１月１日以降婚姻届を提出
・夫婦共に婚姻日の年齢が39歳以下
・申請時に夫婦共に住民票の住所が補助対象と

なる住宅の住所になっていること
・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が

浜田市に定住する見込みがあること
・直近の所得証明書をもとにした夫婦合計所得

が400万円未満であること

・婚姻日に夫婦双方又は一方が市内に住所を有
し、かつ申請時に夫婦共に市内に住所を有す
ること

・申請日から継続して５年以上、夫婦の双方が
浜田市に定住する見込みがあること

・年齢要件、所得要件、使途の制限なし

申請期間 令和５年３月31日㈮まで 婚姻日から１年以内

「はぴこ」は、しまね縁結びサポートセンターに登録された縁結びボランティア
「島根はっぴぃこーでぃねーたー」の愛称です。

浜田はぴこ会は、独身男女の出会いの場をつくるために活動しています。
一緒に活動していただける人を募集中です。

　【問合せ】　浜田はぴこ会事務局　岡本さん　☎�１４３０

浜田市では、新たに結婚した世帯に対し、少子化対策及び定住促進を目的として、次の①又は②の
いずれかの支援を行います。

「しまコ」への新規登録・更新の料金が、通常10,000円（２年間）のところ、
女性は無料、男性は半額の5,000円です。

また、新たに自宅で、ご自身のスマートフォンなどを使って相手探しなどがで
きるようになりました。

「しまコ」とは
結婚支援システム「しまコ」は、会員制のマッチングシステムです。20歳以上

で島根県内に在住・在勤、又は将来島根県内に移住の意志や予定がある人で、イ
ンターネット及びメールが利用できるスマートフォン又はパソコンをお持ちの人
が対象です。結婚を希望する独身男女が自身のプロフィールを登録し、相手の情
報を閲覧して、会いたい人を探していただきます。

浜田市役所４階の定住関係人口推進課でも閲覧可能です。
・閲覧日　毎週火曜日　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）

【問合せ】　しまね縁結びサポートセンター　浜田センター　☎�１１５０

　問合せ
　定住関係人口推進課移住定住係　☎�９５１１

※　対象要件は他にもありますので、お問い合わせください。

出会い・結婚支援

新婚世帯の新生活支援

しまねコンピューターマッチング「しまコ」登録料減額キャンペーン実施中

しまね縁結びサポートセンター
ホームページ

浜田はぴこ会　会員募集

浜田市では、就学や就職を理由に市外へ転出してい
く若い人たちが増えており、それにともなって、生ま
れてくる子どもの数も年々少なくなっています。

そこで、元気で活力あるまちづくりに欠かせない若
い人たちの定住に向けた施策を展開するため、「浜田

市まち・ひと・しごと創生総合戦略プラス」を策定し、
若者が暮らしやすいまちづくりに取り組んでいます。

その中心的なメニューである「浜田で出会い・結婚・
出産・子育て」応援プログラムについて紹介します。

第３子以降の子どもなどへの支援

① 新生児
子育て応援金

子どもが生まれた世帯に対し、応援金（第１子、第２子：５万円、第３子以降：30万円）
を支給します。
※　何子目に当たるかは、高校卒業18歳までの子どもの人数で数えます。

② 保育料無償化 第３子以降の子どもについて、保育所（園）、認定こども園及び認可外保育施設の保育料
を無償とします。

③ 保育所（園）など
給食費無償化

第３子以降の子ども（３歳以上児のみ）について、保育所（園）、認定こども園、幼稚園
及び認可外保育施設の給食費を無償とします。

そのほかの支援

④ 出会い・結婚・出産・子育て
応援事業所の認定

従業員の出会い、出産、子育てを積極的に支援する取組を行う事業所を認定し
ます。

⑤
不妊治療に対する支援
※　広報はまだ今月号の 
　　1０ページ参照

令和４年４月から「人工授精」「体外受精」「顕微授精」が保険適用対象となり
ました。経済的な負担を軽減するために治療費の助成を拡充します。
・一般不妊治療助成　　限度額　15万円
・特定不妊治療費助成　限度額　12万5千円（治療内容により36万円）

⑥ 産前産後家事支援サポーター
派遣事業のお試し券

妊娠中から生後６か月までの子どもを持つ親に対し、家事支援などを行う事業
のお試し券（２時間分）を、新規登録時に無料配布します。

⑦ 紙おむつ廃棄用ごみ袋の配布 子どもが生まれた世帯に対し、紙おむつ廃棄用のごみ袋１年分を配布します。
（燃やせるごみ収集袋（中）120枚）

⑧ ファミリー・サポート・
センター事業のお試し券

生後３か月から小学校６年生までの子どもを持つ親に対し、育児援助を受ける
ことができる事業のお試し券（１時間分）を、新規登録時に無料配布します。

子育てしやすいまち　浜田

出会いから　　　　まで　しっかり応援します子育て

出産・子育て支援

問合せ　子ども・子育て支援課
①、④　　　子ども政策係　　　☎�９３３０
②、③　　　保育所幼稚園係　　☎�９３３１
⑤、⑥、⑦　子育て世代包括支援センター・子育て支援係　☎�１２５３
⑧　　　　　ファミリーサポートセンター　☎�８１９２
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物価上昇に伴う市民の皆さんへの経済支援、並びに新型コロナウイルス感染症により疲弊した地域企業を応援す
るため、令和２年７月より４弾にわたり発行してきた「はまだ飲食・宿泊応援チケット」を幅広い業種で取り扱い
できるようにしました。ぜひお買い求めいただき、市をあげて浜田の経済を応援しましょう。

プレミアム
付き

はまだ応援チケット を販売します

○　販売総額　　　２億５千万円（５万冊）
○　チケット構成　１冊（5００円券×14枚）7,０００円分を5,０００円で販売

　①　地元応援券（4,０００円分）：市内に本社（本店）がある、事前に登録した事業者で使用可能
　②　共通券（3,０００円分）　　：市内に店舗や事業所がある、事前に登録した全ての事業者で使用可能

○　販売方法・会場

5,000円 で のチケットが買えます！7,000円分

販売日 販売時間 販売場所

市民優先
販売

５月28日㈯～29日㈰ 10：00～15：00 市役所本庁舎、各支所

５月30日㈪～６月１日㈬
9：30～16：30 石央文化ホール

8：30～17：15 浜田商工会議所、
石央商工会本所・各支所

一般販売 ６月２日㈭～30日㈭

9：00～18：00 浜田市観光協会特産品販売所

8：30～17：15 浜田商工会議所、
石央商工会本所・各支所

9：00～17：00 市内郵便局（簡易郵便局を除く）

問合せ　(一社)浜田市観光協会　☎�１０８５

※　市民優先販売はチケット購入券が必要（一世帯４冊まで購入可能）です。
※　チケット購入券は、広報はまだ５月号にあわせて配布したチラシに付いています。
※　一般販売は売り切れ次第終了します。

利　用　期　間

▼
令和４年

９月４日㈰
まで

はまだマリンエリア・アクアスエリア
１日バス乗車券を販売しています

令和３年10月から、浜田市内の対象エリア内におい
て石見交通バスを１日何度も利用できるお得な乗車券
を販売しています。

また、島根県立大学生が考えたモデルコースを掲載
したリーフレットを作成しました。

販売場所などにありますので、観光施設などへお出
かけの際には、乗車券と併せてぜひご利用ください。

対象エリア及び金額
・マリンエリア（主に浜田市街地区域）：5００円
・アクアスエリア（浜田市街地～アクアスの区域）：1,０００円
販売場所
・石見交通㈱浜田駅前案内所
・島根県立大学売店
・浜田市役所地域活動支援課
・浜田ニューキャッスルホテル

問合せ　石見交通㈱浜田営業所　　　　　　　☎�２２１１
　　　　地域活動支援課公共交通大学支援係　☎�９２０１

「県大生がオススメするモデルコース」
リーフレット

令和４年

５月２８日㈯
から

不妊不育症治療費 を　　　　します
令和４年４月から、「人工授精」「体外受精」「顕微授精」が保険適用になります。
浜田市では、不妊治療・不育症治療を受けている人の経済的な負担を軽減するため、

保険診療の自己負担部分（３割相当）や、保険診療外治療費の助成を行います。

上限15万円／年（最初の受診日から３年間）

※　令和４年３月31日までに終了した治療分については、　上限10万円／年を助成します。
※　令和４年４月以降治療を継続する人については、上限15万円／年を助成します。

診療の種類 助成額
　①　保険診療のみ

上限
12万５千円／回　②　保険診療と先進医療の併用

　　（先進医療は県の助成額を除く）

　③　混合診療
　　（先進医療以外を併用した治療） 上限３6万円／回

問合せ
・浜田市子育て世代包括支援センター　☎�１２５３
・各支所市民福祉課

上限５万円／回

一般不妊治療費（タイミング療法・排卵誘発法・人工授精など…保険診療）

特定不妊治療費（体外受精・顕微授精など…保険診療又は保険診療外）

不育症治療費（不育症治療に係る内服・注射…保険診療又は保険診療外）

助成イメージ①～④

①　保険診療のみ

②　保険診療と先進医療の併用

③　混合診療（先進医療以外を併用した治療）

保険（７割） 自己負担（３割）
高額療養費適用

先進医療
（全額自己負担）
　県助成
（上限５万円／回）

先進医療
（全額自己負担）

保険診療
（全額自己負担）

先進医療以外の治療
（全額自己負担）

＋

＋ ＋

※　③　混合診療の場合、保険適用とならず全額自己負担となります。

国が指定した医療機
関が必要と認めた治
療に限る

…浜田市の助成対象
…県の助成対象

費用例
体外受精（１回目）を実施し、
治療費が50万円かかった場合
・自己負担額（３割）：15万円
※自己負担額のうち、高額療養費適用部分を

除いた額に対して助成します。

拡充

拡充

継続

対象年齢（回数）
１子につき
・40歳未満：通算６回
・40歳以上43歳未満：通算３回
※　治療期間初日の女性の年齢
（経過措置として、令和４年４

月２日～同年９月30日に43歳
の誕生日を迎える人を含む）

助成

年齢制限なし

女性年齢43歳未満

助成イメージ①

助成イメージ①

助成イメージ②

助成イメージ③

年齢制限なし

助成イメージ①又は④又は①＋④

④　保険診療外治療

助成イメージ①

保険診療
（全額自己負担）

保険（７割） 自己負担（３割）
高額療養費適用

※　年度をまたぐ１回の治療については、令和３年度の助成対象となります。
※　令和４年４月１日以降に開始した治療については、令和４年度の助成対象となります。
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浜田市職員採用試験
令和４年度　第１回

　第１回職員採用試験を次のとおり行います。採用試験実施要項で詳細を確認し、受験の申込みを
してください。

※　新型コロナウイルス感染症対策などのため、試験日、試験会場などを変更する場合があります。
　変更した場合は、改めて申込者にお知らせします。
採用職種・要件など　　　下表のとおり
採用予定日　　　全ての職種について、10月1日㈯又は令和５年４月１日㈯を選択できます。
第１次試験　　　６月19日㈰（建築技術員除く）
　　　　　　　　※　建築技術員は７月から８月上旬に試験を実施します。
試験会場　　　　浜田会場・大阪会場（詳細は市ホームページ及び募集要項でご確認ください）
申込方法　　　　採用試験実施要項（人事課・各支所防災自治課にあります。配布は４月28日頃から行います）

　に基づき、受験申込書類を提出してください。実施要項は市ホームページからもダウンロード
　できます。

受付期間　　　　４月28日㈭～５月20日㈮（当日消印有効）

採用職種 人員 対象者
（令和５年４月１日現在）

必要な資格・条件など
（詳細は、採用試験実施要項をご覧ください）

一般事務員Ａ ６人程度 22歳以上26歳以下の人

【資格制限なし】学歴、資格などは問いません。

【有資格者枠】次の資格を有する人（採用予定日までに
資格取得見込みの人を含む）。
司書
※　資格を必要としない職場へも配属します。

一般事務員Ｂ
（社会人経験者） ４人程度 24歳以上40歳以下の人

学歴、資格などは問いませんが、令和４年５月１日時点
で社会人経験３年以上の人が対象です。
教養試験は廃止し、ＳＰＩでの試験を実施します。

一般事務員Ｃ
（学芸員） １人程度 29歳以下の人

大学などにおいて日本近世史を専攻し学芸員の資格を有
する人（採用予定日までに資格取得見込みの人を含む）。

土木技術員 １人程度 20歳以上40歳以下の人 学歴、資格などは問いません。

建築技術員
（一級建築士） １人程度 53歳以下

一級建築士の資格を有する人。
※　教養試験は廃止しました。

提出・問合せ　人事課人事係　☎�９１３０
　　　　　　　〒697－8501　浜田市殿町１番地

浜田国際交流協会

新ホームページ開設
浜田国際交流協会の新しいホームページを開設しました。
当協会のホームページでは、語学講座や文化サロンなど

多文化共生事業のイベントをお知らせしています。

また、気になった講座やサロンは、そのままインター
ネット上で申込可能です。

下記のQRコードからぜひチェックしてみてください。

浜田国際交流協会
ホームページ

広島広域都市圏連携協約を締結しました

人口減少・少子高齢化が進む中、一定の圏域
人口を有し、活力ある地域経済を維持するため、
３月30日㈬に広島市と「連携協約」を締結しま
した。

今後は、「広島広域都市圏」に加入している
市町と県境を越えた更なる連携を図ることで、
経済の活性化、安心して暮らしやすい環境の維
持を進め、定住人口の増加や関係人口の拡大を
目指します。

問合せ　定住関係人口推進課関係人口係
　☎�９５１１

広島広域都市圏
ホームページ

協約締結式の様子

広島広域都市圏連携市町

問合せ　政策企画課企画係　☎�９２００

＼Check It Out♪／

※　一般事務員（ＵＩターン型社会人経験者）は、今年度から一般事務員（社会人経験者）枠に統一しました。
※　９月に、次の職種（年齢区分）で採用試験を実施する予定です。

①　一般事務員（18歳以上23歳以下）　新規高等学校卒業者などが受験可能
②　建築技術員（資格条件なし、18歳以上30歳以下）　新規高等学校卒業者などが受験可能
③　その他専門職（消防士）

※　一般事務員（社会人経験者、学芸員含む）及び建築技術員で受験申込みができるのは、６月・９月を通じ
てひとつの年齢区分のみです。

※　９月実施予定の採用試験については、広報はまだ８月号でお知らせします。
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「民生委員・児童委員」「主任児童委員」
あなたの身近な相談相手です

は
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５
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・
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？

民生委員・児童委員
のマーク

弥栄地区あいさつ
運動の様子

問
合
せ

・
地
域
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課
地
域
福
祉
係
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�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

お
住
ま
い
の
地
域
の
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生
委
員
・

児
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員
、
主
任
児
童
委
員
に
つ
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て
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、
地
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課
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市
民
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課
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お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

購入した椅子（田橋下町内）

令和３年度コミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）により、田橋下町内は椅子などの備品を、
また、木田まち自治会はエアコンなどの備品を購
入しました。

この事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、
その受託事業収入を財源に㈶自治総合センターが
実施しています。

今後は、整備した備品を活用して、地域コミュ
ニティの場の充実を図るとともに、地域の活動が
一層活発になるよう取り組んでいきます。

令和３年度コミュニティ助成事業

浜田港国際定期コンテナ航路開設２０周年記念式典　浜田港ポートセミナー

問合せ　産業振興課企業立地貿易振興係　☎�９５０２

浜田港運㈱へ
感謝状の授与

島根県立大学西藤
准教授の特別講演

問合せ　地域活動支援課地域活動支援係　☎�９２０１

購入したエアコン
（木田まち自治会）

スマートフォンを利用して、ごみに関する様々
な情報を簡単に確認できる「HAMADAごみ分別
アプリ」を配信しています。

「収集日」や「ごみの出し方」「ごみ分別辞典」、
設定した時間にごみ出しを知らせてくれる「ア
ラート設定」など簡単で便利な機能が満載です。

ぜひ毎日のごみ出しにお役立てください。

よく分かる
　　簡単で便利

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

HAMADAごみ分別アプリ　配信中

ごみに関する便利な情報がたくさん
市からのお知らせもプッシュ通知で届きますApp Store（iPhone）

ダウンロードサイト
Google Play（Andoroid）
ダウンロードサイト

日韓国際定期コンテナ航路の就航20周年を記念
し、３月22日㈫に「浜田港国際定期コンテナ航路
開設20周年記念式典」及び「浜田港ポートセミ
ナー」を開催しました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
WEBでの開催となりましたが、地元国会議員を
はじめ120人を超えるWEB参加をいただきました。

式典では、浜田港の発展に貢献された関係者へ
感謝状と記念品が贈呈されました。

セミナーでは、浜田港の利用促進に向けた特別
講演や事例紹介など浜田港の魅力をPRし、効果
的なセミナーとなりました。
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自慢の写真を鑑賞する

手慣れた様子で具材を切る

熱心に「おもてなし」を学ぶ

　３月22日㈫から31日㈭までの10日間、「ひなまつり　こだわり
フォト自慢！」が、旭地域の各まちづくりセンターで開催され
ました。
　これは、旭地域まちづくりセンター連絡会が企画し、ひなま
つりに関する写真を募集したもので、子どもの成長を喜ぶ家族
の様子や、手作りのひな人形など約90点の写真が集まりました。
　訪れた人は、思い出の詰まった写真を鑑賞しながら、気に入っ
た写真を選んでいました。選ばれた写真は今後、旭支所で展示
する予定です。

　3月16日㈬、三保まちづくりセンターで男性料理教室が開催
されました。
　浜田市食生活改善推進員を講師に招き、コロナ対策を徹底し
た上で、パスタと旬の野菜を使った料理を作りました。
　参加者は普段から料理をしているようで、慣れた手つきで作
業をしていましたが、味付けが豪快すぎるとの課題もありました。
　講師から「手順も良く、慣れた手つきで感心しました。味付
けは今後の課題ですね」との言葉をいただき、早くも次回の開
催に意欲を燃やしていました。

たくさんの思い出が集まる
～　ひなまつり こだわりフォト自慢！　～

あさひ

もてなすということ
～　おもてなし向上セミナー　～

かなぎ

三浦龍司選手とウォーミングアップ

西浜田駅にハッピーバースデーの歌を唄う

活動を終え、みんなで撮影

たくさんの人形を鑑賞する

　３月10日㈭から18日㈮まで、長浜まちづくりセンターで西浜
田駅開業100周年記念ミニ鉄道展が開催されました。
　企画展では、地域の住民から提供された駅開業当時の写真や、
長浜幼稚園の園児による列車の絵などが並び、当時を懐かしむ
声が多く寄せられました。また、記念品として浜田商業高校の
生徒がデザインした缶バッチが数量限定で配布されました。
　10日㈭には、長浜幼稚園の園児が西浜田駅を訪れ、駅舎に向
かってハッピーバースデーの歌を唄い、西浜田駅の100周年をお
祝いしました。

三浦龍司先輩と走ったよ
～　オリンピック選手に学ぼう‼浜田陸上教室　～

はまだ

西浜田駅百寿おめでとう
～　西浜田駅開業100周年記念ミニ鉄道展　～

はまだ

住民からのお・も・て・な・し
～　三隅大平桜　環境整備　～

みすみ

雅な作品展示会
～　久佐文化祭　～

かなぎ

風景写真の展示の様子

　３月14日㈪から31日㈭までの18日間、安城・杵束両まちづく
りセンターで「わたしがみつけたやさかの宝もの」と題したフォ
トコンテストが行われました。
　弥栄町の春夏秋冬を表した71点の作品が会場を飾りました。
　弥栄町に縁のある写真家の太田章彦さんによる審査の結果、
横山雅乃さんの夏の夜の光景を表現した、「ヤモリさんこんばん
は」が最優秀賞を受賞しました。
　今回応募された作品は、今後、弥栄のみらい創造会議が発行
する広報誌やＳＮＳで活用されます。

弥栄町の景色
～　やさかフォトコンテスト　～

やさか

今日から俺が！
～　男性料理教室　～

みすみ

　3月16日㈬と17日㈭の２日間、みどりかいかんで「おもてな
し向上セミナー」を開催し、36人が参加しました。
　元国際線客室乗務員の日高扶美子さんを講師に招き、昨年に
引き続いて開催しました。セミナーでは、相手に対する真心の
伝え方や、電話対応でのおもてなしの方法を身につけようと熱
心に耳を傾けていました。
　参加者は、「サービスの基本や正しい言葉遣いが学べた」、「忘
れていたことを気付かされた」など、あらためて「おもてなし」
の気持ちの大切さを感じていました。

　３月４日㈮から６日㈰までの３日間、久佐まちづくりセン
ターで第25回久佐文化祭作品展示会が開催されました。
　まちづくりセンターで活動するサークルやまちづくり振興会
の活動紹介のほか、地域の人が持ち寄ったひな人形の段飾りや、
長浜人形が展示されました。また、ステージでは過去の文化祭
の様子が映像で映し出され、期間中には約100人が来場し、にぎ
わいました。
　来場者は、展示された作品をゆっくり鑑賞したり、珍しいひ
な人形を見て、感想を語り合っていました。

　3月13日㈰、国指定天然記念物三隅大平桜の環境整備を行い
ました。これは、黒沢まちづくり委員会が中心となり、地元出
身者などに声を掛け、毎年行っているものです。
　「来場した人に気持ちよく桜を見てもらいたい」との思いで、
草刈りや危険な場所の確認に汗を流しました。
　三隅大平桜は、所有者である（故）大平富太郎さんの祖先が
馬をつなぐために植えたと言われており、推定樹齢は660年で
す。活動を終えた参加者も「この木と周辺環境を守っていきた
い」と、来る満開の日が待ち遠しい様子でした。

　３月13日㈰、東京2020オリンピック男子3000m障害で７位入
賞を果たした、浜田市出身の三浦龍司選手を招いて、「オリン
ピック選手に学ぼう‼浜田陸上教室」が、浜田市陸上競技場で
開催されました。
　三浦選手は、浜田ジュニア陸上教室の子どもたちと時折笑顔
で話しながら、ウォーミングアップやハードル、1000ｍ走など
を行いました。テレビで応援していた三浦先輩と一緒に走れる
とあって、いつもよりテンションの高い子どもたちは、「かっこ
いい」などと言いながら、目を輝かせて練習していました。
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市長日記元気な浜田をつくります （令和４年３月）

広島市と浜田市、美郷町及び邑南町との
連携中枢都市圏形成に係る連携協約締結
式に出席しました（３月30日）

温泉総選挙2021「うる肌部門」で、美又
温泉が全国第１位を受賞したしたことを
島根県知事に報告しました（３月28日）

ベルガロッソ浜田の中
国サッカーリーグホー

ム開幕戦があり、オフ
ィシャルサポートシ

ティ協定締結の報告を行
いました（３月27日）

石見神楽国立劇場公演に関する記者会見
を行いました（３月27日）

浜田市出身の医師国家試験合格者と医学
部合格者をお祝いしました（３月25日）

島根県立大学浜田キャンパスに島根県立
大学支援協議会事業の支援品を贈呈しま
した（３月25日）

浜田港国際定期コンテナ航路開設20周年
記念式典を開催しました（３月22日）

島根県立大学卒業証書授与式及び大学院
学位記授与式に出席しました（３月18日）

浜田市子育て世代包括支援センター「す
くすく」の完成式典を開催しました
（３月16日）

島根県立大学学生研究奨励金等給付事業の表彰式及び研究成果発表会を開催しました（３月15日）

三浦龍司選手を招いてのオリンピック選
手に学ぼう‼浜田陸上教室に出席しまし
た（３月13日）

自衛隊入隊予定者を激励しました
（３月５日）

※　撮影時のみマスクを外しています
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保
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安
全
安
心

　
地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
市
内
全
て
の
防

災
行
政
無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
る
ほ

か
、
防
災
防
犯
メ
ー
ル
か
ら
訓
練

メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

訓
練
日
時

　
５
月
18
日
㈬　
午
前
11
時
頃

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

５
月
１
日
㈰
か
ら
５
月
31
日
㈫
ま

で
「
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
は
誰
で
も
乗
れ
る
便
利
な

乗
り
物
で
す
が
、
一
方
で
傘
差
し
運

転
や
、
乗
用
中
の
携
帯
電
話
の
使

用
・
右
側
通
行
な
ど
の
ル
ー
ル
違
反

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

自
転
車
も
車
の
仲
間
で
す
。
交
通

事
故
の
被
害
者
だ
け
で
な
く
、
使
い

方
を
誤
れ
ば
加
害
者
と
な
る
可
能
性

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
が
原
則

禁
止
と
な
り
ま
し
た

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
３
月
15
日
に

施
行
さ
れ
、
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
が

原
則
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

・
許
可
を
受
け
ず
、
不
法
に
所
持
し

た
場
合
、罪
に
問
わ
れ
ま
す
。（
罰

則
３
年
以
内
の
懲
役
又
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
）

・
警
察
に
お
い
て
無
償
で
回
収
・
処

分
し
て
い
ま
す
の
で
ク
ロ
ス
ボ
ウ

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
必
ず
最
寄

り
の
駐
在
所
・
交
番
・
浜
田
警
察

署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ク
ロ
ス
ボ
ウ
を
持
っ
て
い
る
人
に

関
す
る
情
報
が
あ
れ
ば
、
警
察
へ

の
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　
浜
田
警
察
署

☎
�
０
１
１
０

も
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
に
努
め
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の

禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停

止
・
安
全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
�
９
１
２
２

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
防
災
浜
田
市
で
す
」

※　
前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
内
容

「
件
名
：
国
民
保
護
情
報
」

「
本
文
：
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

生
活
・
環
境

猫
の
繁
殖
制
限
手
術
費
用
を

助
成
し
ま
す

市
民
（
個
人
）

　
猫
の
手
術
１
回
に
つ
き
一
律
５
０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
条
件

①
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、

手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

④
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ

と
注
意
事
項

手
術
を
受
け
さ
せ
た
後
に
、
領
収

書
・
印
鑑
・
振
込
先
の
分
か
る
も
の

を
持
っ
て
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

町
内
会
・
自
治
会

　
猫
の
手
術
１
回
に
つ
き
全
額
を
助

成
し
ま
す
。

交
付
条
件

①
浜
田
市
内
の
町
内
会
・
自
治
会
で

あ
る
こ
と

②
浜
田
市
内
の
動
物
病
院
で
手
術
を

受
け
る
こ
と

③
手
術
後
、
耳
カ
ッ
ト
を
施
し
て
い

る
こ
と
（
手
術
済
み
の
証
と
す
る

た
め
）

④
４
月
１
日
以
降
の
手
術
で
あ
る
こ

と
⑤
繁
殖
制
限
手
術
を
受
け
さ
せ
た
い

猫
が
い
る
場
合
は
、
手
術
す
る
前

に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
環
境
課
に

よ
る
当
該
猫
の
現
地
調
査
に
協
力

す
る
こ
と

注
意
事
項

事
前
連
絡
な
し
で
の
申
請
は
受
け

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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現
在
、
37
の
団
体
が
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
登
録
し
、
ま
ち
の
清

掃
・
美
化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。

登
録
手
続

・
活
動
す
る
団
体
・
活
動
メ
ン
バ
ー

を
構
成
し
ま
す
。

・
市
に
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
養
子

縁
組
届
を
提
出
し
ま
す
（
活
動
団

体
及
び
代
表
者
名
・
活
動
区
域
・

活
動
人
数
・
活
動
開
始
日
・
活
動

の
頻
度
な
ど
を
記
入
）。

・
市
と
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

・
希
望
す
る
団
体
に
は
、
市
が
ア
ダ

プ
ト
サ
イ
ン
（
看
板
）
の
設
置
や

清
掃
に
必
要
な
用
具
提
供
を
行
い

ま
す
。

浜
田
市
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

　
市
民
と
市
が
協
働
で
進
め
る
、
ま

ち
の
美
化
活
動
で
す
。

　
公
共
の
場
の
清
掃
・
美
化
な
ど
の

活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
実
施

し
、
市
は
清
掃
道
具
・
花
の
苗
・
球

根
の
提
供
や
ご
み
の
回
収
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

活
動
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
公
園
や
広
場
な
ど
、
公

共
の
場
所
の
清
掃
・
美
化
活
動
を
し

て
も
ら
え
る
団
体
や
事
業
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

５月側溝消毒予定表
日 曜 場所
2 月 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
９ 月 下府町１～３・６ー１､ 上府町伊甘
10 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・８
11 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
12 木 殿町１～５、田町２～５
16 月 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
17 火 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
18 水 紺屋町２・３､ 天満町､ 新町､ 錦町
19 木 蛭子町､ 栄町､ 片庭町
23 月 港町１～４
24 火 京町、高田町、清水町、真光町
25 水 原町、瀬戸見町、元浜町
26 木 原井町
30 月 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
31 火 長沢町１
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する

ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

※　
制
度
の
概
要
・
活
動
に
つ
い
て

の
ご
相
談
、
申
請
書
類
な
ど
、
ご

不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

　
例
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
、
気
温
の
高
い
晴
れ
た
日

に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
行

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す
る

と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
な
ど
の
発
令

や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
注
意
喚
起
が
発
表

さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に
健
康
被
害
が

生
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
落

ち
着
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
で
き
る

だ
け
窓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）

な
ど
で
は
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も

は
室
内
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ
た

人
は
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
特
に
呼
吸
器
系
、
循
環
器
系
疾
患

の
あ
る
人
は
、
体
調
の
変
化
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
化
合
物
・
炭
化
水

素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
光
化

学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ
れ
る
オ

ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸
化
性
物
質

で
す
。

※　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
大
気
中
に

浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子
の
う
ち
、

粒
子
の
大
き
さ
が
２
・
５
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
、
非
常
に
小

さ
な
粒
子
で
す
（
人
の
髪
の
約
30

分
の
１
の
大
き
さ
で
す
）。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

統
計
調
査
員
募
集

　
市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調

査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ
ス
な

ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

調
査
員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査

実
施
の
際
に
改
め
て
市
か
ら
従
事
依

頼
を
し
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で

調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※　
登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
お

願
い
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回

　
収

住宅用太陽光発電設備などの設置に助成します

　市では、環境にやさしい再生可能エネルギーの利用を促進するため、太陽光発電設備などの機器を設置する人
に対し、費用の一部を補助します。

補助対象となる設備 補助対象者 補助金額

（1）住宅用太陽光発電設備
・太陽光電池及びパワーコンディショナーにより構成されるもの
・太陽電池の公称最大出力合計値が10ｋｗ未満のもの
・電力会社と電力受給契約を締結すること

市民
太陽電池モジュールの公称最大出
力１ｋｗあたり４万円（４ｋｗまで）
（上限16万円）

（2）蓄電池設備
・据置型で蓄電容量が１ｋｗh以上のリチウムイオン蓄電池部及

び変換装置を備えており、太陽光発電により発電した電力を
繰り返し蓄え、必要に応じて消費できるもの

・住宅用太陽光発電設備と同時に設置する、又は上記（1）の
設備要件を満たす設備を既に設置していること

市民 設置費用の10／10以内 
（上限20万円）

（3）太陽熱利用設備（ソーラーシステム）
・太陽熱を給湯・冷暖房などに利用する設備で、集熱器と貯湯
　部分が分離したもの

市民
市内事業者

設置費用の１/２以内
（上限30万円）

（4）木質バイオマス熱利用設備
　　（ペレットストーブ、薪ストーブ）
・薪又はペレットを燃料として使用するストーブ
・薪ストーブは２次燃焼などにより排煙を減少させる構造のもの

市民 設置費用の１/２以内
（上限40万円）

（5）林地残材集積装置
・当該年度から林地残材の搬出に使用する装置（ロープ、滑車
　のみの単体の器具及び運搬に使用する車両などを除く）

市内事業者
（市民２人以
上で組織する
団体含む）

購入費用の１/２以内 
（上限30万円）

（6）畜産バイオマス利活用設備
・家畜排せつ物などの農業生産活動により発生する生物由来の
有機性資源を活用し、かつ、臭気対策を施した畜産バイオマ
ス利活用設備の導入であること、又はその導入のための調査
研究費用であること

市内事業者
設置費用及び導入に係る調査研究
費用の１/２以内 
（上限80万円）

※　補助要件などの詳細、各種様式については市ホームページをご覧ください。
　　なお、補助対象者は市税の滞納がないことが要件です。
　　また、設備については市内事業者により購入・設置工事を行うことが要件です。

申請先・問合せ　環境課カーボンニュートラル推進室　　☎�９００８

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
で
す
）

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど

　

実
際
に
調
査
に
従
事
し
た
場
合

に
、
国
で
定
め
た
報
酬
を
支
払
い
ま

す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
場
合
に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約

２
か
月
間
）、
国
や
県
か
ら
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま

す
。

応
募
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
後
日
、
簡
単
な
面
接
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
�
９
１
２
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

　
５
月
15
日
㈰
、
６
月
12
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付
窓
口

　
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
の

混
雑
状
況
に
よ
っ
て
お
待
た
せ
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

カードの申請・
交付QRコード

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

令
和
４
年
度
か
ら
拡
充
さ
れ
ま
す

　
河
川
な
ど
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
改
善
を
目
的
に
、
浄
化
槽
を
設

置
す
る
個
人
に
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
く
み
取
り

槽
か
ら
転
換
す
る
場
合
、
配
管
及
び

撤
去
費
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

　
公
共
下
水
道
及
び
集
落
排
水
の
供

用
区
域
で
な
い
区
域

補
助
対
象

⑴
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
事
業

が
完
了
す
る
も
の

※　
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事

に
着
手
す
る
こ
と

※　
浄
化
槽
設
備
士
な
ど
の
有
資
格

者
が
施
工
す
る
こ
と

※　
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
も
の

⑵
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単

独
処
理
浄
化
槽
又
は
く
み
取
り
槽

に
代
え
て
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る

も
の

⑶
専
用
住
宅
の
新
築
に
合
わ
せ
て
浄

化
槽
を
設
置
す
る
も
の
の
う
ち
、

汚
水
処
理
の
未
普
及
解
消
に
つ
な

が
る
も
の

⑷
併
用
住
宅
（
居
住
部
分
に
係
る
延

床
面
積
の
割
合
が
２
分
の
１
を
超

え
る
も
の
）

⑸
事
前
に
市
の
確
認
を
受
け
て
い
る

浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
た
販
売
住
宅

を
設
置
年
度
に
購
入
し
た
も
の

⑹
汚
水
処
理
の
未
普
及
解
消
に
つ
な

が
る
人
が
入
居
す
る
、
集
合
住
宅

又
は
戸
建
の
賃
貸
住
宅
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
も
の

補
助
金
額

浄化槽設置補助額

人槽区分
補助金額

浜田・弥栄・
三隅地域

金城・旭
地域

５人槽 332,000円 352,000円

６～７人槽 414,000円 441,000円

８～10人槽 548,000円 588,000円

11人槽以上 939,000円 1,002,000円

加
算
補
助

⑴
く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
の
転
換
に
伴
う
宅
内
配
管

工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
限
30
万
円

　
く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
転
換
す
る
際
の
宅
内
配
管
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

①
法
第
７
条
及
び
11
条
に
基
づ
く
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
既
設
住
宅
の
建
て
替
え
及
び
増
築

と
併
せ
て
転
換
す
る
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
の
撤
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
限
９
万
円

　
く
み
取
り
槽
又
は
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
転
換
す
る
場
合
、
槽
の
本
体

を
掘
り
起
こ
し
て
処
分
す
る
費
用
を

補
助
し
ま
す
。

※　
予
算
総
額
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　
補
助
金
交
付
申
請
書
は
、
市
役

所
西
分
庁
舎
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

　
下
水
道
課
管
理
係
・
施
設
係

　
☎
�
９
６
４
０
・
☎
�
９
６
４
１

住

宅

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

問
合
せ　
定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係　
☎
�
９
５
１
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援

し
ま
す

　
市
で
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身

体
障
が
い
者
又
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

既
存
住
宅
を
市
内
の
工
務
店
な
ど
を

利
用
し
て
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合

に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現
に

居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人
住
宅
又

は
併
用
住
宅
の
個
人
住
宅
部
分
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が

居
住
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

・
子
育
て
世
帯

・
高
齢
者

・
身
体
障
が
い
者

・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者

※　
既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住
宅

は
、
対
象
外
で
す
。

※　
営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を
徴

収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、
対
象

外
で
す
。

※　

中
古
住
宅
を
購
入
し
、
リ

フ
ォ
ー
ム
し
た
後
に
居
住
す
る
場

合
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

※　
市
で
は
耐
震
診
断
に
つ
い
て
も
、

別
の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
工
事

⑴
既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久
性
・

居
住
性
の
向
上
の
た
め
に
行
う
増

築
（
10
㎡
以
内
の
も
の
に
限
る
）、

修
繕
、
模
様
替
え
及
び
設
備
改
善

で
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
が
20
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

⑵
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身
体
障
が
い

者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
居
住
者

に
配
慮
し
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で

あ
る
こ
と

⑶
施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業
所
を

有
す
る
法
人
又
は
市
内
に
住
所
を

有
す
る
個
人
事
業
主
で
あ
る
こ
と

⑷
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工
事
に

着
手
し
、
交
付
申
請
を
し
た
日
の

属
す
る
年
度
の
3
月
31
日
ま
で
に

対
象
工
事
が
完
了
し
、
実
績
報
告

書
を
提
出
す
る
こ
と

⑸
補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
つ
い
て
、
ほ
か
の
同
種
の
補

助
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※　
介
護
保
険
法
・
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
く
住
宅
改
修
、
し
ま

ね
長
寿
・
子
育
て
安
心
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
な
ど
の
同
種

の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
工
事
部

分
は
対
象
外
で
す
。

※　
作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
、
家

電
製
品
そ
の
ほ
か
の
物
品
の
購
入

費
用
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る
費

用
の
額
の
10
分
の
1
に
相
当
す
る

額
で
、
20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

20
万
円
未
満
の
場
合　
対
象
外

20
万
円
以
上
の
場
合

　
対
象
工
事
に
要
す
る
費
用
の
額
の

10
分
の
1
に
相
当
す
る
額
で
上
限

20
万
円
（
１
０
０
０
円
未
満
の
額

は
切
り
捨
て
）

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
着

手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達
し

た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に
申
請

し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
建
築
住
宅
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指

導
係　
☎
�
９
６
３
２

産

業

地
域
活
性
化

町
内
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
「
町
内
会
・
自
治
会
」
は
、
同
じ

地
域
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
で
自

主
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
最
も
身

近
な
「
住
民
自
治
組
織
」
で
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
を
よ
り
よ
い
も

の
に
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
、
災
害

時
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
に
近
所
で

助
け
合
う
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
地

域
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
加
入
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
近

所
の
会
員
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
市
役
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
地
域
活
動
支
援
課
地
域
活
動
支
援
係

☎
�
９
２
０
１

・
各
支
所
防
災
自
治
課

※　
自
己
の
所
有
地
で
あ
っ
て
も
必

ず
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
農
地
転

用
・
用
途
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受
け
、
農

地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
農
地
の
相
続
な
ど
の
届
出
書

　
農
地
の
権
利
を
相
続
な
ど
に
よ
り

取
得
し
た
場
合

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出

　
転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区
域

内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
農
林
振

興
課
又
は
各
支
所
産
業
建
設
課
で
指

定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用
地
区

域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年
２

回（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

届
出
・
問
合
せ

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
�
９
８
２
０

農
用
地
区
域
除
外
に
つ
い
て

・
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い

　
農
地
転
用
の
申
請
や
各
種
届
出
及

び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
な
ど
の
申
請

　
農
地
転
用
や
農
地
の
形
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
次
の
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

①
転
用
許
可
申
請

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合

②
農
地
利
用
目
的
変
更
届

　
田
か
ら
畑
へ
用
途
を
変
更
す
る
場

合
③
農
業
用
施
設
に
供
す
る
届

　
自
己
所
有
農
地
で
農
地
保
全
・
利

用
促
進
の
た
め
に
農
道
・
た
め
池

な
ど
の
設
備
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
用
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・
農

機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用
す

る
場
合

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ham
ada-akiya.com

/

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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まちづくりの各種支援制度を活用してください
市では、各種まちづくり団体の活動を支援するための様々な制度を設けています。

制度名 対象 補助内容（対象経費） 補助金額（交付額） 申請期限 問合せ

まちづくり
総合交付金

地区まちづ
くり推進委
員会又は町
内会など

まちづくりに関するソフト事業
に係る経費 団体ごとに積算した額 ６月末

地域活動支援課
☎�９２０１

市民協働活性
化支援事業補
助金

市民団体
など

社会貢献に関する事業・人材育
成に関する事業・芸術文化の振
興に関する事業に係る経費

経費の1／2
(上限20万円）

随時

大学等高等教
育機関と連携
したまちづく
り推進事業補
助金

市民団体
又は学生
団体など

市民と学生が共同で行う交流・
文化事業に係る経費
（食糧費を除く）

経費の3／4
(上限５万円）

地域づくり振
興事業補助金

町内会
など

①防犯灯の新設及び改修費
②集会所及び関連設備の改修
③集会所施設の新設費
④集会所施設新設のための用地

取得費
⑤防災訓練及び防災資機材整備

に係る経費
⑥防犯カメラの新設費
⑦集落機能再編・強化事業
ア：組織統合に要する経費
イ： 組織統合に伴う集会所の新

築改修など
⑧町内会活動などに必要な備品

など購入費

①上限５万円/基
（ポール設置など特殊事情が

ある場合は上限８万円/基）
②経費の2/3（上限150万円）
③経費の1/3（上限150万円）
④経費の1/3（上限50万円）
⑤経費相当額（上限あり）
⑥経費の2/3
（上限20万円/基）
⑦ア：経費相当額
（上限30万円）
　イ：経費の2/3
（上限200万円）
⑧経費の2/3（上限40万円）

自治会
活動保険

町内会
など

町内会などが実施する事業で、
事故などが発生した場合に対す
る保険に市が加入

－

見守り移動販
売支援事業補
助金

移動販売
事業者

地区まちづくり推進委員会と協
定を結んだ事業者が実施する見
守り活動を伴う移動販売に係る
経費

①戸別訪問販売の場合
　移動販売で訪問した高齢者

世帯の戸数1件につき70円
② 高齢者が集う場で販売する
場合

　来客数1人につき35円

あいのりタク
シー等運行支
援事業補助金

地区まちづ
くり推進委
員会

地区まちづくり推進委員会がタ
クシー事業者又は貸切バス事業
者と契約して運行する「あいの
りタクシー・バス」の運賃から
利用者負担額等を差し引いた額

経費の全額
（あいのりが成立しなかった
　便は1/2）

青少年健全育
成活動支援事
業補助金

市民団体
など

青少年の健全な育成を図る活動
に必要な物品の購入に係る経費 経費の2/3（上限30万円）

まちづくり
社会教育課
☎�９２０４

※　まちづくり総合交付金以外は、予算総額に達した時点で終了します。

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す

　
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
の
教
員

又
は
学
生
で
構
成
さ
れ
た
団
体
及
び

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う
次
の

事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
さ

れ
る
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象
事
業　
島
根
県
立
大
学
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
、

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学

校
、
浜
田
准
看
護
学
校
の
教
員
又

は
学
生
と
市
内
に
所
在
す
る
団
体

と
が
企
画
や
運
営
段
階
か
ら
共
同

で
行
う
交
流
・
文
化
事
業

補
助
金
額　

事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除
く
）

の
４
分
の
３
以
内
の
額
で
、
１
事

業
当
た
り
５
万
円
（
千
円
未
満
切

捨
て
）
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

税
務
・
納
税

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
利

用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
を
減
免
し
ま
す
。
減
免
を
受

け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
期
間

中
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い

た
人
に
は
、
令
和
４
年
度
の
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
納
税
通
知
書
に
減

免
の
案
内
文
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
期
間

５
月
9
日
㈪
～
31
日
㈫

申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

又
は
療
育
手
帳

・
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
車
両
の
自
動
車
検

査
証
（
車
検
有
効
期
限
内
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
２
５
０
㏄
以
下
の

バ
イ
ク
は
不
要
で
す
）

※　
減
免
の
要
件
や
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ

・
税
務
課
税
制
係　
☎
�
９
２
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

口
座
振
替
利
用
者
の
車
検
用
の

納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
を
口
座

振
替
で
納
め
た
人
に
、
口
座
引
き
落

と
し
確
認
後
、
６
月
中
旬
に
車
検
用

の
納
税
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
税
証
明
書
を
送
付
す
る
の
は
車

検
が
必
要
な
車
種
の
み
で
す
。
２
５

０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
や
小
型
特
殊
自

動
車
な
ど
は
対
象
外
で
す
の
で
、
納

税
証
明
書
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　
税
務
課
税
制
係　
☎
�
９
２
３
０

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
５
月
31
日
㈫
で
す

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納

期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
。
納
期
限

ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
と
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
が
あ
れ
ば
、
便
利
な
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は

県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　

納
税
通
知
書
発
送
日　
５
月
２
日
㈪

納
付
場
所
・
方
法

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
（
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
ａ
ｙ
、
ｄ
払
い
、
ａ

ｕ　
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
Ｊ
‐
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ　
Ｐ

ａ
ｙ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
）、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機
関
、

県
民
セ
ン
タ
ー
窓
口　
な
ど

納
期
限
ま
で
の
納
税
が
難
し
い
人
へ

一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば
、
申

請
に
よ
っ
て
納
税
の
猶
予
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
収
納

管
理
課　
☎
�
５
５
２
２

市
税
な
ど
は
「
納
期
限
内
の

納
付
」
を
お
願
い
し
ま
す

　
市
税
な
ど
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
の
市

税
な
ど
を
有
効
に
使
う
た
め
、
納
期

限
内
の
自
主
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
市
税
な
ど
の
納
期
限

は
次
の
と
お
り
で
す
。

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
市県民税
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期

固定資産税 1期 2期 3期 4期
軽自動車税
（種別割） 全期

国民健康保険料
（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期

後期高齢者医療保
険料（普通徴収） 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

※　
納
期
限
は
、
各
月
の
末
日
（
末

日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

た
だ
し
、
12
月
は
28
日
が
納
期
限

と
な
り
ま
す
。

※　
口
座
振
替
払
の
依
頼
が
な
い
人

　
に
は
、
賦
課
決
定
通
知
書
の
送
付

の
際
に
、
1
年
分
の
納
付
書
を
一

括
し
て
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
収
納
係

　
☎
�
９
２
４
０

月科目
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産
前
産
後
家
事
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

市
で
は
、
産
前
・
産
後
の
家
事
支

援
の
た
め
に
、
産
前
・
産
後
家
事
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
、

妊
娠
中
・
出
産
後
の
家
事
支
援
を
行

い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
登

録
が
必
要
で
す
（
出
産
後
３
年
間
有

効
）。なお

、
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

に
新
規
登
録
を
し
た
人
の
う
ち
、
妊

婦
又
は
生
後
６
か
月
ま
で
の
子
ど
も

を
持
つ
親
を
対
象
に
、
１
回
２
時
間

分
の
「
お
試
し
無
料
券
」
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
の
、

体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
家
事
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
妊
産
婦
で
、
支

援
が
必
要
な
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

・
衣
類
の
洗
濯

・
住
居
な
ど
の
掃
除
及
び
整
理

・
生
活
必
需
品
の
買
物

・
そ
の
ほ
か
必
要
な
家
事
支
援

利
用
期
間　
妊
娠
中
か
ら
出
産
後
３

年
以
内

利
用
時
間
帯　
午
前
９
時
～
午
後
６

時
（
年
末
年
始
は
除
く
）

利
用
料

　
１
回
２
時
間
単
位
で
４
０
０
円

※　
延
長
を
希
望
す
る
人
は
、
１
時

間
ご
と
に
２
０
０
円
の
追
加
料
金

が
必
要
で
す
。

利
用
の
上
限
は
、
１
年
度
に
つ
き

40
時
間
で
す
。

登
録
か
ら
利
用
ま
で

①
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

②
後
日
、
登
録
決
定
通
知
書
が
届
き

ま
す
。

③
利
用
す
る
際
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
６
８
０
）
に

利
用
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

風
し
ん
任
意
予
防
接
種
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

　
市
で
は
、
風
し
ん
任
意
予
防
接
種

の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

助
成
対
象
者　
接
種
日
に
浜
田
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
人
で
、
風
し
ん

抗
体
検
査
で
接
種
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
次
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

③
妊
婦
（
抗
体
価
が
低
い
人
に
限

る
）
の
同
居
者

助
成
期
間　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

ま
で

助
成
金
額

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
ワ

ク
チ
ン　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

※　

自
己
負
担
額
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
予
約
時
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係　
☎
�
１
２
５
３

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

子

育

て

健
康
・
福
祉

骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免
疫

が
消
失
し
た
20
歳
未
満
の
人
が
、
定

期
予
防
接
種
の
再
接
種
を
受
け
る
際

の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

治
療
に
よ
り
免
疫
消
失
し
た

人
の
予
防
接
種
再
接
種
費
を

助
成
し
ま
す

①
浜
田
市
に
住
民
票
の
あ
る
人

②
再
接
種
を
受
け
る
日
に
20
歳
未
満

の
人

③
骨
髄
移
植
な
ど
の
治
療
に
よ
り
過

去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種
の
免

疫
が
消
失
し
、
医
師
に
再
接
種
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

助
成
対
象
予
防
接
種　
令
和
３
年
４

月
１
日
以
降
に
接
種
し
た
、
定
期

予
防
接
種
の
再
接
種
（
B
C
G
、

ロ
タ
を
除
く
）

※　
治
療
前
に
定
期
の
予
防
接
種
と

し
て
接
種
し
て
い
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

※　
一
部
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
接
種
上

限
年
齢
が
あ
り
ま
す
。

助
成
金
額　
全
額
（
市
が
定
め
る
上

限
額
を
超
え
る
場
合
は
、
上
限
額

ま
で
）

申
請
方
法

①
助
成
対
象
認
定
の
申
請
時
に
、
次

の
書
類
を
提
出

・
認
定
申
請
書

・
医
師
意
見
書

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
今
ま
で
に

受
け
た
予
防
接
種
の
履
歴
が
確
認

で
き
る
も
の

②
浜
田
市
か
ら
認
定
を
受
け
た
後
、

医
療
機
関
で
再
接
種

※　
医
療
機
関
窓
口
で
、
い
っ
た
ん

再
接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
助
成
金
の
交
付
申
請
時
に
、
次
の

書
類
を
提
出

・
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

・
医
療
機
関
で
再
接
種
し
た
際
の
領

収
書
の
原
本
（
予
防
接
種
ご
と
の

接
種
費
用
、
医
療
機
関
名
、
接
種

日
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・
母
子
健
康
手
帳
や
接
種
済
証
な
ど
、

再
接
種
の
記
録
が
確
認
で
き
る
も
の

※　
申
請
書
は
、
健
康
医
療
対
策
課
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
、
各
支

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
浜
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※　
①
の
助
成
対
象
認
定
前
に
す
で

に
接
種
し
た
再
接
種
が
あ
る
場
合
、

令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
遡
っ
て

申
請
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
�
９
３
１
１

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係　
☎
�
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
紹
介
し
ま
す

左
記
の
地
区
に
つ
い
て
、
３
月
１

日
か
ら
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委

員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
4
年
11
月
30
日
㈬
ま
で
で
す
。

三
隅
地
区　
三
隅
（
海
石
、
岡
崎
、

鼓
田
）

　
民
生
児
童
委
員　
平
川
保
（
敬
称

略
）

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま

す接
種
期
間　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

ま
で

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

乳
幼
児
な
ど
の
定
期
予
防
接
種

　

予
防
接
種
の
種
類
な
ど
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
定
期
予
防
接
種
一
覧
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料
（
対
象
年
齢
・
接
種
間

隔
な
ど
を
は
ず
れ
て
接
種
す
る
と

料
金
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

持
参
す
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

機
会
を
逃
し
た
人
へ

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
６
月
か

ら
積
極
的
な
接
種
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
よ

り
接
種
勧
奨
を
再
開
し
ま
し
た
。

接
種
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た
期

間
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
人
（
平
成

９
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
女
子
で
、

３
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

人
）
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
３
月
末

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
。

母
子
健
康
手
帳
の
記
録
を
確
認
し
、

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
実
施

医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

浜
田
市
に
住
民
票
を
置
い
た
ま
ま

市
外
・
県
外
へ
出
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
す
で
に
転
出
し
て
い
る
人
は
住

民
票
の
あ
る
自
治
体
の
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係　
☎
�
１
２
５
３

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接
種

対
象
者

①
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
に
次
の
年

齢
に
な
る
市
民

・
65
歳
（
昭
和
32
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　
昭
和
33
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳
（
昭
和
27
年
４
月
２
日
生
～

　

         

昭
和
28
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳
（
昭
和
22
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　
昭
和
23
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳
（
昭
和
17
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　
昭
和
18
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳
（
昭
和
12
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　
昭
和
13
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳
（
昭
和
７
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
昭
和
８
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳
（
昭
和
２
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
昭
和
３
年
４
月
１
日
生
）

・
100
歳
（
大
正
11
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
大
正
12
年
４
月
１
日
生
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫
機
能

障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
相
当
の
市
民

※　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
度
で

も
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
（
平
成

26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
間
に

既
に
定
期
接
種
と
し
て
高
齢
者
肺

炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
を
受

け
た
人
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　
保
険
証
（
住
所
・

生
年
月
日
な
ど
を
証
明
す
る
も

の
）・
免
除
証
明
書
（
必
要
な
人

の
み
）・
身
体
障
害
者
手
帳
（
必

要
な
人
の
み
）

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
３
０
０
０
円

　
（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

注
意
事
項　
予
防
接
種
の
効
果
や
副

反
応
な
ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、

接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

風
し
ん
第
５
期
定
期
予
防
接
種

風
し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
及
び
赤

ち
ゃ
ん
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

予
防
を
目
的
と
し
て
、
抗
体
保
有
率

の
低
い
世
代
の
男
性
に
対
し
て
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で
の
間
、
風
し

ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
、
抗
体
価
の

低
い
人
を
対
象
に
風
し
ん
第
５
期
定

期
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　
浜
田
市
に
住
民
登
録
の
あ

る
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

持
参
す
る
も
の　
ク
ー
ポ
ン
券
、
本

人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な

ど
）、
抗
体
検
査
結
果
（
予
防
接

種
時
）

接
種
回
数　
１
回

料
金

　
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種　
無
料

実
施
場
所　
本
事
業
に
参
加
し
て
い

る
全
国
の
委
託
医
療
機
関
な
ど

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）

注
意
事
項

・
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、

検
査
の
結
果
十
分
な
量
の
抗
体
が

な
い
人
が
予
防
接
種
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※　
令
和
４
年
度
は
、
対
象
者
で
あ

る
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
へ
新
し
い
ク
ー
ポ
ン
券
を
再
度

送
付
し
ま
す
。

⑴
令
和
３
年
度
ま
で
に
抗
体
検
査
、

予
防
接
種
の
い
ず
れ
も
受
診
し
て

い
な
い
人

⑵
令
和
３
年
度
ま
で
に
抗
体
検
査
を

受
け
、
予
防
接
種
の
必
要
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
未
接
種
の
人

※　
令
和
３
年
度
ま
で
に
発
行
し
た

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
人
は
、

新
し
い
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※　
ク
ー
ポ
ン
券
を
破
損
、
紛
失
し

た
人
は
再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予
防
接

種
に
対
し
て
助
成
し
ま
す

市
で
は
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
任
意
予

防
接
種
の
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者
に
は
、
１
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
に
助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

助
成
対
象
者　
浜
田
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
１
歳
児

助
成
期
間　
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で

助
成
金
額　
１
回
分　
４
０
０
０
円

※　
自
己
負
担
額
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
予
約
の
際
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関　
次
ペ
ー
ジ
の
個
別

接
種
医
療
機
関
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係　
☎
�
１
２
５
３

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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定期予防接種一覧
予防接種名 対象者 接種回数 注意点

ロタウイルス

【１価 ロタリックス】
生後６週以上24週以下 ２回

※　初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを
推奨します

※　27日以上の間隔をおいて２回接種してください
※　腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不
全症などの疾患がある人は接種対象外となります

【５価 ロタテック】
生後６週以上32週以下 ３回

※　初回接種は生後２か月から生後14週６日までに行うことを
推奨します

※　27日以上の間隔をおいて３回接種してください
※　腸重積症の既往歴や先天性消化管障がい、重症複合免疫不
全症などの疾患がある人は接種対象外となります

Ｂ型肝炎 １歳未満 ３回
※　生後２か月から９か月未満での接種を推奨します
※　27日以上の間隔をあけて２回接種し、１回目接種から139日
以上（２回目接種から６日以上）の間隔をあけて１回接種し
てください

ヒブ 生後２か月以上５歳未満 初回３回
追加１回

※　初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨
　します
　初回接種が遅れた場合、接種回数が少なくなることがあります
※　27日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後７か月
　～１年１か月あけて１回接種してください

小児用肺炎球菌 生後２か月以上５歳未満 初回３回
追加１回

※　初回接種は生後２か月から生後７か月までに行うことを推奨
　します
　初回接種が遅れた場合、接種回数が少なくなることがあります
※　27日以上の間隔をあけて３回接種し、３回終了後60日以上
　あけて１歳以上で１回接種してください

４種混合
（ ジフテリア・百日
せき・破傷風・ポリオ）

生後３か月～７歳半未満 初回３回
追加１回

※　初回接種は生後３か月から１歳までに行うことを推奨します。
※　20日～56日の間隔をあけて３回接種し、３回終了後１年～１
年半あけて１回接種してください

ＢＣＧ １歳未満 １回 ※　生後５か月から８か月での接種を推奨します

ＭＲ
（麻しん風しん）

第１期　１歳～２歳未満 １回
第２期　保育所（園）・幼稚
園の年長児相当（H28. ４. ２
～H29. ４. １生まれ）

１回

水痘 １歳以上３歳未満 ２回
※　１回目は１歳から１歳３か月までに接種し、２回目は１回
目終了後、６か月～１年の感覚をあけて接種してください

※　水痘にかかったことのある人は接種対象外です

日本脳炎

第１期　生後６か月～７
歳半未満

初回２回
追加１回

※　標準的な接種開始年齢は３歳以上ですが、医師と相談した
　うえで生後６か月から接種することができます
※　６日～28日の間隔をあけて２回接種し、２回接種後おおむ
ね１年あけて１回接種してください

第２期　９歳～13歳未満 １回 ※　９歳以上1０歳未満での接種を推奨します
特例措置・特例対象者
積極的勧奨差し控えによ
り接種機会を逃した人

残りの
必要回数 ※　接種については主治医に相談してください

ＤＴ（ジフテリア・
破傷風） 11歳以上13歳未満 １回 ※　標準的な接種開始年齢は小学６年生です

　（H22. ４. ２～ H23. ４. １生まれ）

子宮頸がん予防ワ
クチン（HPV）

小学６年生～高校１年生相
当の女子（H18.４. ２～
H23.４. １生まれ）

３回
※　標準的な接種開始年齢は中学１年生です
※　ワクチンの種類によって接種間隔は異なります
　接種については主治医に相談してください

キャッチアップ接種対象者
積極的勧奨差し控えによ
り接種機会を逃した女子
（H９.４.２～H18.４.１
生まれ）

残りの
必要回数 ※　接種については主治医に相談してください

個別接種医療機関

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 高齢者肺炎球菌

ＢCG ４種 DT MＲ 日本
脳炎

子宮
頸がん ヒブ 小児用

肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく 可否 通院・入院
患者のみ 予約１期 ２期

池田ひ尿器科皮ふ科医院
朝日町　　☎�５３５３ ○ ○
大石内科医院
黒川町　　☎�０３１３ ○ ○ ○
岡本胃腸科内科医院
長沢町　　☎�５５５５ ○ ○ ○ ○
沖田内科医院
蛭子町　　☎�０７６７ ○
沖田医院
殿町　　　☎�１５５５ ○ ○

●は、中学生までが対象です。　◎は、２期・特例のみです。

医療機関名
乳幼児など定期及び任意予防接種 高齢者肺炎球菌

ＢCG ４種 DT MＲ 日本
脳炎

子宮
頸がん ヒブ 小児用

肺炎球菌 水痘 Ｂ肝 ロタ おたふく 可否 通院・入院
患者のみ 予約１期 ２期

笠田医院
牛市町　　☎�１６２１ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
北村内科クリニック
国分町　　☎�２２５７ ○ ○
小池医院
日脚町　　☎�１０２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さいとう医院
朝日町　　☎�０２２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さかね内科
殿町　　　☎�２２３４ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さわだクリニック
国分町　　☎�３７７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島田診療所
殿町　　　☎�２５１１ ○ ○
すみれ小児科
熱田町　　☎�１００６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心療内科田中クリニック
長沢町　　☎�１６５０ ○ ○
中村医院
片庭町　　☎�１１８３ ○ ○
中村胃腸科内科医院
笠柄町　　☎�８０００ ○ ○
中村整形外科
殿町　　　☎�３３２５ ○ ○
中村呼吸器内科医院
内村町　　☎�４５９３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
西川病院
港町　　　☎�２３９０ ○ ○ ○
西川胃腸科内科医院
相生町　　☎�０１００ ○ ○ ○
能美クリニック
天満町　　☎�３２３１ ○ ○
真鍋医院
国分町　　☎�００３１ ○ ○ ○ ○
丸山内科クリニック
相生町　　☎�１１１５ ○
都医院
治和町　　☎�０１００ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
彌重内科眼科医院
高田町　　☎�１５２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
やすぎクリニック
下府町　　☎�１９１１ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院
熱田町　　☎�０６８８ ○ ○ ◎ ○ ○
金城沖田医院
金城町七条　☎�１８００ ○ ○
酒井外科内科医院
旭町今市　☎�０２２２ ○ ○ ○ ○ ○ ○
寺井医院
三隅町三隅　☎�００３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中村医院
三隅町三隅　☎�００２１ ○ ○ ◎ ○ ○
野上医院
三隅町三隅　☎�００３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
山根病院三隅分院
三隅町岡見　☎�４３４３ ○ ○ ◎ ○ ○
浜田医療センター
浅井町　　☎�０５０５ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険大麻診療所
西村町　　☎�００１４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険波佐診療所
金城町波佐　☎�０００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険あさひ診療所
旭町丸原　☎�０００２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険弥栄診療所
弥栄町木都賀☎�５００１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
びおら小児科
江津市 ☎0855�5355 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上田医院
邑南町 ☎0855�0070 ○ ○
※　浜田医療センターは、主に入院治療や高度な医療を必要とする人を主体に対応する「中核病院」です。
　　予防接種は、できるだけ市内のかかりつけ医で受診しましょう。
※　定期予防接種は、市内の医療機関で接種するのが原則です。入院・入所や里帰りなどのため、浜田市を長期間離れ市
内の医療機関で接種ができない場合は、接種前に連絡してください。
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ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

　
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
ピ

ロ
リ
菌
感
染
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
及
び
胃
が
ん
発
生
リ
ス
ク
の
低
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
で
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
昭
和
33
年
４
月
２
日
～
昭
和
58

年
４
月
１
日
生
）

※　
令
和
３
年
度
に
助
成
を
受
け
た

人
は
対
象
外

助
成
額　
上
限
２
０
０
０
円

※　
助
成
額
を
超
え
る
金
額
は
自
己

　
負
担

助
成
人
数　
１
０
０
人

検
査
内
容　
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無

糞
便
中
抗
原
測
定
、抗
体
測
定
（
血

液
検
査
な
ど
）、
尿
素
呼
気
試
験
な
ど

実
施
期
間

　
６
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈬

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
（
又
は
封

書
）
に
助
成
希
望
者
の
①
住
所
②

氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話

番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
健

康
医
療
対
策
課

　
「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
」
係

申
込
期
限　
５
月
20
日
㈮

※　
助
成
人
数
に
満
た
な
い
場
合
は

実
施
期
間
中
受
付

 （裏）
助成希望者の
①住所
②氏名
③生年月日
④連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市健康医療対策課

「ピロリ菌検査費用助成」係

はがき記入例

注
意
事
項

・
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

・
は
が
き
（
封
書
）
は
、
助
成
希
望

者
１
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。

・同
一
人
が
複
数
の
は
が
き（
封
書
）

で
応
募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
（
封
書
）
に
記
載
さ
れ
た

人
以
外
が
助
成
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
市
が
検
査
結
果
を
把
握
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
陽
性
に
な
っ
た
人
で
、

除
菌
を
す
る
際
は
内
視
鏡
検
査
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下

旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

協
力
医
療
機
関
に
お
い
て
、
助
成

券
と
引
き
換
え
に
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

協力医療機関名 電話番号 予約
岡本胃腸科内科（長沢町） ☎�５５５５ 要
沖田内科医院（蛭子町） ☎�０７６７ 不要
沖田医院（殿町） ☎�１５５５ 要
笠田医院（牛市町） ☎�１６２１ 不要
小池医院（日脚町） ☎�１０２０ 要
斎藤医院（朝日町） ☎�０２２８ 要
さわだクリニック（国分町） ☎�３７７７ 不要
中村医院（片庭町） ☎�１１８３ 要
中村胃腸科内科医院（笠柄町） ☎�８０００ 不要
中村呼吸器内科医院（内村町） ☎�４５９３ 要
西川病院（港町）
※かかりつけ患者のみ ☎�２３９０ 要

西川胃腸科内科医院（相生町） ☎�０１１０ 不要
能美クリニック（天満町） ☎�３２３１ 要
丸山内科クリニック（相生町） ☎�１１１５ 不要
都医院（治和町） ☎�０１００ 不要
彌重内科眼科医院（高田町） ☎�１５２７ 不要
やすぎクリニック（下府町） ☎�１９１１ 要
山根病院（熱田町） ☎�０６８８ 要
金城沖田医院（金城町） ☎�１８００ 不要
酒井外科内科医院（旭町） ☎�０２２２ 要
野上医院（三隅町） ☎�００３１ 要
医療法人慈誠会山根病院三隅分
院（三隅町） ☎�４３４３ 要

浜田市国保波佐診療所（金城町） ☎�０００１ 要
浜田市国保あさひ診療所（旭町） ☎�０００２ 要
浜田市国保弥栄診療所（弥栄町） ☎�５００１ 要

浜
田
市
敬
老
入
浴
券

　
　
　
　
　
　
交
付
事
業

　
令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
敬
老
入

浴
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

・
１
冊
（
入
浴
券
６
回
綴
り
）
を
１

０
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

・
１
人
２
冊
（
１
年
度
に
つ
き
）
ま

で
購
入
で
き
ま
す
。

購
入
で
き
る
人

浜
田
市
に
住
所
が
あ
り
70
歳
以
上

に
な
る
人

※　
令
和
４
年
度
に
70
歳
に
な
る
人

は
誕
生
日
を
迎
え
る
前
で
も
購
入

で
き
ま
す
。

入
浴
券
が
利
用
で
き
る
施
設

・
国
民
宿
舎
千
畳
苑

・
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

※　
家
族
湯
を
除
く

・
リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里

・
美
又
温
泉
会
館

・
子
安
華
湯
館

・
美
又
温
泉
か
め
や
旅
館

・
ホ
テ
ル
川
隅

・
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

・
コ
ワ
温
泉

・
有
福
温
泉
外
湯
（
御
前
湯
※
家
族

湯
を
除
く
・
さ
つ
き
湯
・
や
よ
い

湯
）

利
用
期
限　
令
和
６
年
３
月
31
日
㈰

販
売
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
総
合
窓

口
課
、
各
支
所
防
災
自
治
課
又
は

市
民
福
祉
課

そ
の
ほ
か

・
本
人
確
認
が
で
き
る
保
険
証
な
ど

を
持
参
く
だ
さ
い
。

・
同
行
す
る
人
が
入
浴
す
る
場
合
、

本
人
と
同
様
に
敬
老
入
浴
券
を
１

枚
利
用
で
き
ま
す
。

※　
１
人
に
限
り
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者

福
祉
係　
☎
�
９
３
２
０

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

子宮頸がん検診
【医療機関で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上59歳までの女性

実施期間
江木医院
５月６日㈮～令和５年２月28日㈫
浜田医療センター内　健診センター
５月６日㈮～令和５年２月28日㈫

実施場所

江木医院　☎�１１８１
予約受付時間　8：30～12：00
             14：00～17：00 
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００
予約受付時間　10：00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9：00～ 9：30
検査時間　10：00～

【検診車で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎�９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課

実施日 受付時間 会　場

５月24日㈫

9：00～ 9：15 日脚児童館
9：50～10：20 美川まちづくりセンター
10：50～11：00 美川まちづくりセンター西分館
11：30～11：40 櫟田原公民館
13：30～14：00 石見まちづくりセンター

５月26日㈭

9：00～ 9：20 都川高齢者活動促進センター
10：00～10：10 市木生活改善センター
10：50～11：00 重富生活改善センター
11：40～11：50 木田生活改善センター
13：15～14：15 旭保健センター

・検診当日は体温測定をして、発熱・咳など体調不
　良の場合は、受診をお控えください。
・受診の際は、マスクの着用をお願いします。
・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、2回目
　以降全額自己負担となります。
※　妊婦健診のHPV検査含む。
問合せ
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎�９３１１

５月各種がん検診の日程５月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎�９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課

実施日 受付時間 会　場

５月19日㈭
9：00～11：30 石見まちづくりセンター
13：00～13：15 石見まちづくりセンター細谷分館
13：45～14：15 石見まちづくりセンター長見分館

５月23日㈪
9：00～10：30 国府まちづくりセンター
11：15～11：45 宇野東児童館
13：15～13：30 石見まちづくりセンター宇津井分館

※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ・い
もなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎�７７００
申込受付時間　10：00～

実施期間
５月６日㈮～令和５年２月28日㈫
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14：30～15：00
検査時間　15：00～17：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）

実施日 受付時間 会　場

５月13日㈮
9：00～ 9：30 久佐まちづくりセンター
10：30～11：30小国まちづくりセンター
13：30～15：00浜田市役所

５月26日㈭

9：00～ 9：45 美又まちづくりセンター
10：30～11：30 今福まちづくりセンター
13：15～14：00 波佐まちづくりセンター
14：45～16：00 雲城まちづくりセンター

５月31日㈫
 9：00～11：30 旭保健センター
13：30～14：00 重富生活改善センター
15：00～16：00 都川高齢者活動促進センター

※　次に該当する人は、検査ができません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中・授乳中の人
・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
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3233 広報はまだ：令和４年５月号広報はまだ：令和４年５月号

　
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健

康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来
人
間

ド
ッ
ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行

い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴
令
和
４
年
５
月
１
日
現
在
、
74
歳

ま
で
（
昭
和
22
年
５
月
２
日
生
以

降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人

保
険
・
医
療

年

金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」

子宮頸がん検診とHPV検査の併用の場合の受診間隔
受診結果 対応又は受診間隔

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陰性（－）」

次回は、３年後に受診
例）令和４年度に受診
→　次回は令和７年度

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陽性（＋）」

次回は、１年後に受診
例）令和４年度に受診
→　次回は令和５年度

細胞診「異常あり」 精密検査を受診
※　一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。

がん検診の受診間隔
検診の種類 対象者 受診間隔

胃がん検診 40歳以上 年に１回
大腸がん検診 40歳以上 年に１回
結核肺がん
検診

胸部Ｘ線検査 40歳以上 年に１回
喀痰検査 50歳以上で喫煙指数600以上の人 年に１回

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 ２年に１回※１
乳がん検診 40歳以上の女性 ２年に１回
前立腺がん検診 50歳以上の男性 年に１回※２
※１　子宮頸がん検診細胞診（HPV検査なし）の場合の受診間隔。希望
によりHPV検査も受けた場合は下記の表を参照してください。

※２　検査結果によっては３年後の検査を推奨される場合もあります。

メ
リ
ッ
ト

⑴
早
期
発
見
・
早
期
治
療

⑵
早
期
が
ん
が
発
見
で
き
る

⑶
が
ん
の
前
段
階
の
病
変
（
ポ
リ
ー

プ
、
異
型
上
皮
な
ど
）
が
発
見
さ

れ
る

デ
メ
リ
ッ
ト

⑴
が
ん
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

正
し
く
診
断
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ

る（
精
度
が
100
％
で
は
な
い
）【
偽

陰
性
】

⑵
が
ん
が
な
い
の
に
、
が
ん
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
（
要
精
密
検
査
）

と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
【
偽

陽
性
】

⑶
が
ん
の
中
に
は
、
が
ん
が
進
展
し

て
死
亡
に
至
る
と
い
う
経
路
を
と

ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
が

ん
に
対
し
て
過
剰
な
検
査
や
治
療

を
し
て
し
ま
い
、身
体
的・
心
理

的
・
経
済
的
に
大
き
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
が
あ
る
【
過
剰
診
断
】

デ
メ
リ
ッ
ト
を
避
け
る
た
め
に
は

⑴
適
切
な
受
診
間
隔
で
が
ん
検
診
を

受
け
る

⑵
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
か
か
り
つ

け
医
を
も
つ

⑶
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
医
療
機

関
に
受
診
す
る

が
ん
検
診
を
受
け
る
に
あ

た
っ
て

気
に
な
る
症
状
（
注
意
し
た
方
が
よ

い
症
状
）

・
胃
の
具
合
が
悪
い
、
食
欲
が
な
い

・
お
り
も
の
や
不
正
出
血
が
あ
る

・
乳
房
の
な
か
に
し
こ
り
が
あ
る
、

乳
房
に
く
ぼ
み
が
あ
る
、
乳
頭
か

ら
出
血
す
る

・
飲
み
こ
み
時
に
つ
か
え
る
感
じ
が

あ
る

・
便
に
血
や
粘
膜
が
混
じ
っ
て
い
る

・
咳
が
続
い
た
り
、
痰
に
血
が
混
じ
る

・
声
が
か
す
れ
る

・
尿
の
出
が
悪
か
っ
た
り
、
血
が
混

じ
る

・
体
重
減
少
、
貧
血
な
ど

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

保
険
・
医
療

年

金

４
月
か
ら
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
P
E
T
‐
C
T
が
ん
検
診
の

検
査
費
用
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

検
査
費
用

（
変
更
前
）
９
５
０
０
０
円

（
変
更
後
）
１
０
７
８
０
０
円

な
お
、
浜
田
市
の
助
成
額
（
３
０

０
０
０
円
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
額
が
７
７
８
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

予
約
は
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
診

セ
ン
タ
ー
☎
�
７
７
０
０
へ
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

P
E
T
‐
C
T
が
ん
検
診
の
検

査
費
用
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

ご
存
知
で
す
か
？

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

い
き
い
き
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
昼
食
の
確
保
が
困
難
な
人
に
、
高

齢
者
向
け
の
お
弁
当
を
ご
自
宅
に
配

達
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
安
否
確
認
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

⑴
65
歳
以
上
の
人
又
は
障
が
い
者
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
人

⑵
心
身
の
機
能
の
低
下
又
は
障
が
い
、

負
傷
、
疾
病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

買
い
物
又
は
調
理
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
食
事
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

利
用
料

お
弁
当　
　
　
１
食　
４
５
０
円

お
か
ず
の
み　
１
食　
３
７
０
円

緊
急
通
報
装
置
（
サ
ス
ケ
）

緊
急
時
に
、
固
定
電
話
に
接
続
し

た
緊
急
通
報
装
置
又
は
ペ
ン
ダ
ン
ト

型
発
信
機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
サ
ス

ケ
セ
ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
ま
す
。

状
況
に
よ
っ
て
、
近
所
の
協
力
員

（
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
）・
地

区
の
民
生
委
員
や
消
防
署
な
ど
に
連

絡
し
ま
す
。

サ
ス
ケ
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６

５
日
稼
働
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
浜
田
市
内
に
お
住
ま
い
で

次
に
該
当
す
る
人

⑴
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
の
人

⑵
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
が
い
者

の
み
の
世
帯
の
人

利
用
料

　
１
か
月　
５
０
０
円

　
利
用
者
の
不
注
意
で
機
器
が
破
損

し
た
場
合
の
修
理
代
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上

の
大
会
に
出
場
す
る
人
に
激

励
金
を
交
付
し
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材
育

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会

及
び
国
際
大
会
出
場
者
（
個
人
・
団

体
）
に
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

人

権

人
権
相
談
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活
の

中
の
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
て
き
め
細
や
か
な
支
援
を
す
る
た

め
に
、
市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
、

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん

で
す
。

　
法
務
局
職
員
と
共
に
人
権
相
談
を

実
施
し
た
り
、
人
権
尊
重
の
理
念
を

住
民
に
広
め
る
た
め
、
学
習
会
の
開

催
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
、
地
域

密
着
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

浜
田

　
寺
田　
恭
子
（
朝
日
町
）

渡
邉　
敏
明
（
清
水
町
）

森
下　
孝
生
（
長
沢
町
）

松
山
レ
イ
子
（
竹
迫
町
）

杉
野
本
智
幸
（
竹
迫
町
）

中
川　
伸
二
（
竹
迫
町
）

堀
口　
秀
樹
（
熱
田
町
）

表
田　
映
二
（
周
布
町
）

佐
々
木
千
恵
美
（
下
有
福
町
）

金
城

　
大
島　
正
治
（
金
城
町
今
福
）

　
森
内　
純
子
（
金
城
町
七
条
）

　
坂
本　
弘
志
（
金
城
町
波
佐
）

旭
　
栗
栖　
敏
彦
（
旭
町
今
市
）

　
髙
橋
久
美
子
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

　
金
高　
梅
子
（
弥
栄
町
稲
代
）

　
森
下　
政
昭
（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅山

本
冨
美
惠
（
三
隅
町
岡
見
）

野
上　
敬
子
（
三
隅
町
湊
浦
）

横
田　
智
子
（
三
隅
町
三
隅
）

※　
人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
地
域

で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

日
時
・
場
所

浜
田　
毎
週
水
曜
日　
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
1
時
～
３
時

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
相
談
室

※　
金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
の
日

時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
不
定
期

で
す
の
で
、｢

は
ま
だ
情
報
カ
レ

ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー　
☎
�
９
１
６
０

⑵
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い

こ
と

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
人
間
ド
ッ
ク
」「
脳
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

受
診
場
所
及
び
募
集
定
員

①
市
内
医
療
機
関　
60
人

②
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内　
健
診
セ

ン
タ
ー　

２
０
０
人

受
診
期
間　
７
月
～
令
和
５
年
２
月

検
査
内
容　

身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
血
液
検
査
・
心
電
図
・
消
化

器
検
査
・
腹
部
超
音
波
検
査
・
便

潜
血
検
査
な
ど

自
己
負
担
金　
８
０
０
０
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
（
63
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住

所
・
②
氏
名
・
③
性
別
・
④
生
年

月
日
・
⑤
連
絡
先
電
話
番
号
を
必

ず
記
入
の
上
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
の
申

込
み
と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

保
険
年
金
課　
「
国
保
人
間
ド
ッ

ク
」
係

申
込
期
限　
５
月
13
日
㈮
必
着

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を
行

い
ま
す
。
結
果
は
、
５
月
下
旬
に
通

知
し
ま
す
。

※　
令
和
３
年
度
に
助
成
を
受
け
て

い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係

☎
�
９
４
１
０

 （裏）
受診希望者の
①住所　②氏名
③性別　④生年月日
⑤連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市保険年金課

「国保人間ドック」係

はがき記入例

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の
代

表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全

国
大
会
に
出
場
す
る
人
（
た
だ
し
、

予
選
又
は
選
抜
を
経
て
全
国
規
模

で
実
施
さ
れ
る
競
技
大
会
に
限
る
）

・
国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る
届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し
及

び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会
出
場

申
込
書
の
写
し
に
参
加
者
全
員
の

住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
参
加

者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予
選

で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、
選
抜

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
資
料
）

※　
国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、
前

　
記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」
を
「
国

　
際
」
に
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係　
☎
�
９
７
２
１
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伝 言 板
まちかど募

　
　
集

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
５
月
18
日
㈬
～
31
日
㈫

抽
選
日　
６
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
７
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
5
月
10
日
㈫

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

宅
（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

対
象　
防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

　
人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時　
６
月
15
日
㈬
、
16
日
㈭

（
２
日
間
）

午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

場
所　
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　
西
部
研
修
会
館

甲
種
防
火
管
理　
新
規
講
習

（
浜
田
会
場
）

資
格・試
験

浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好
会

手
づ
く
り
甲
冑
教
室

教
室・講
座

対
象　
18
歳
以
上
の
人

事
前
説
明
会　
６
月
４
日
㈯
・
５
日

㈰　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

後
野
分
館

料
金　
無
料

手
づ
く
り
甲
冑
教
室

日
時　

７
月
～
令
和
５
年
３
月
の

土
・
日
曜
日
（
月
３
・
４
回
、
各

回
３
時
間
開
催
）

場
所　
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

後
野
分
館

料
金　
材
料
費
＋
年
会
費
２
０
０
０
円

申
込
み　
浜
田
手
づ
く
り
甲
冑
愛
好

会　
岡
本
さ
ん

☎
０
８
０-

６
３
１
０-
５
８
１
５

又
は
栗
栖
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

８
３
６
１-
３
１
７
８

料
金　
８
０
０
０
円

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
）

申
込
み　
５
月
13
日
㈮
か
ら
14
日
㈯

ま
で
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時　
５
月
15
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
石
見
海
浜
公
園

定
員　
40
人
（
先
着
）

料
金　
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

福
祉
職
場　
相
談
会

日
時　
５
月
11
日
㈬

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

石
見
支
所　
☎
�
９
３
４
０

浜
田
国
際
交
流
協
会

ロ
ウ
ナ
ン
の
故
郷
紹
介

～
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
化
紹
介
～

日
時　
５
月
20
日
㈮

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
人

料
金　
無
料

申
込
み　
５
月
18
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
１
２
４
１

日
時　
５
月
21
日
㈯　
午
後
２
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時　
５
月
28
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

第
２
２
３
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

都
治
町
～
松
川
町
市
村
の
広

島
往
還
を
歩
く

日
時　

５
月
22
日
㈰(

雨
天
中
止) 

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

道
の
駅
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ

（
江
津
市
）
前
に
集
合
し
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
６
月
16
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
12
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ 

☎
�
９
５
２
０

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

最
高
峰
の
ピ
ア
ノ　
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ

イ
を
弾
い
て
み
よ
う
！

日
時　
５
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
９
時

※　
29
日
㈰
は
午
後
５
時
ま
で

企
画
展
「
竹
久
夢
二
と
乙
女
た
ち　

あ
こ
が
れ
の
美
人
、
と
き
め
き
の
モ

ダ
ン
ラ
イ
フ
」

①
グ
ラ
ン
ト
ワ
・
レ
ト
ロ
横
丁

日
時　
５
月
１
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場
ほ
か

①
Gゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

・
W
は
休
ま
ず
開
館

②
児
童
福
祉
週
間
（
５
月
11
日
㈬
ま

で
）
小
・
中
学
生
は
入
館
料
無
料

※　
10
日
㈫
は
休
館
日

春
の
特
別
展

「
生
き
物
た
ち
の
落
と
し
物

～
う
ん
ち
が
で
き
る
ま
で
～
」

日
時　
５
月
16
日
㈪
ま
で

内
容

①
シ
ロ
イ
ル
カ
・
ペ
ン
ギ
ン
・
魚
の

歯
、
体
の
仕
組
み
や
糞
の
違
い
を

見
て
み
よ
う

②
ア
ザ
ラ
シ
と
ペ
ン
ギ
ン
の
う
ん
ち

の
臭
い
体
験
コ
ー
ナ
ー

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
！
ト

ビ
ウ
オ
飛
行
機
を
作
ろ
う
」

対
象　
小
中
学
生
と
保
護
者

日
時　
５
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
午
後
２
時
～
３
時

定
員　
各
回
20
人

料
金　
無
料

申
込
み　
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

内
容　
大
正
・
昭
和
レ
ト
ロ
を
テ
ー

マ
に
、
懐
か
し
の
洋
食
や
駄
菓
子
、

昔
の
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

料
金　
無
料
（
一
部
有
料
）

※　
小
雨
決
行

※　
食
の
提
供
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み

②
ミ
ュ
ー
シ
ア
V
o
l
.

17

コ
ン
サ
ー
ト
「
夢
二
の
見
た
夢
、
そ

の
淡
い
」

日
時　
５
月
28
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
演　
吉
川
真
澄
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
　
水
戸
見
弥
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

内
容　
夢
二
が
表
紙
を
手
が
け
た
楽

譜
な
ど
の
音
楽
の
生
演
奏
と
、
夢

二
の
詩
に
書
き
下
さ
れ
た
歌
曲
集

を
披
露

定
員　
40
人

料
金　
自
由
席
（
会
員
料
金
あ
り
）

一
般　
１
５
０
０
円

※　
当
日
は
５
０
０
円
増

※　
未
就
学
児
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
音
楽
祭

「
G
A
R
D
E
N　
W
I
N
D
S　

～
オ
ー
ボ
エ
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
」

日
時　
５
月
５
日
㈷　
午
後
２
時
～

場
所　
美
術
館
ロ
ビ
ー

出
演

　
G
A
R
D
E
N　
W
I
N
D
S

（
山
本
直
人
さ
ん
（
オ
ー
ボ
エ
）、

岩
瀬
貴
浩
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
、
作
・

　
編
曲
））

定
員　
40
人

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
シ
ロ
イ
ル
カ
と
こ
ろ
こ
ろ
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
５
月
９
日
㈪　
午
前
10
時
～
、

５
月
23
日
㈪　
午
前
10
時
～

定
員　
各
10
組
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
、
午
前
９
時
以
降
に

１
階
総
合
案
内
所
へ

５
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

１
日
㈰　
都
治
神
楽
社
中

３
日
㈷　
長
澤
社
中

４
日
㈷　
佐
野
神
楽
社
中

５
日
㈷　
有
福
神
楽
保
持
者
会

８
日
㈰　
追
原
神
楽
社
中

15
日
㈰　
長
浜
社
中

22
日
㈰　
亀
山
社
中

29
日
㈰　
日
脚
神
代
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

☎
�
３
３
８
８

石
州
和
紙
会
館

つ
つ
じ
の
花
づ
く
り

対
象　
小
学
生
以
上

※　
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
３
０
０
円

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

料
金　
無
料

申
込
み　
グ
ラ
ン
ト
ワ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　
５
月
14
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
石
見
小
学
校
体
育
館

出
演　
グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

料
金　
全
席
自
由
・
鑑
賞
無
料

※　
申
込
書
の
記
入
が
必
要
で
す
。

（
当
日
記
入
可
、
複
数
名
で
来
場
の

場
合
は
代
表
者
の
み
記
入
）

料
金　
１
枠
（
５
分
以
内
）

１
０
０
０
円
（
1
人
２
枠
ま
で
）

申
込
み　
事
前
に
石
央
文
化
ホ
ー
ル

へ　
☎
�
２
１
０
０

お
出
か
け

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で



37 広報はまだ：令和４年５月号 36広報はまだ：令和４年５月号

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は２０人以上の団体）
一　般　800円（700円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

vol.223
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

����������������������������������������������

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 ５月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 ９日㈪・23日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 ２日㈪・９日㈪
16日㈪・23日㈪
30日㈪・31日㈫

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

令
和
３
年
度　
総
合
政
策
学
部

卒
業
証
書
授
与
式
・
大
学
院
学

位
記
授
与
式

　
３
月
18
日
㈮
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、
総
合
政
策
学
部
卒
業
生

２
１
３
人
、
大
学
院
修
了
生
２
人
が

旅
立
ち
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。

　
清
原
正
義
学
長
か
ら
の
お
祝
い
の

言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学
部
卒

業
生
代
表
の
森
原
千
尋
さ
ん
、
大
学

院
修
了
生
代
表
の
陳
其
柔
さ
ん
か
ら

「
学
ん
だ
こ
と
を
仕
事
に
活い

か
し
、

仕
事
に
関
わ
る
よ
り
多
く
の
人
が
幸

せ
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
し
た

い
。
大
学
生
活
４
年
間
を
振
り
返
る

と
、
た
く
さ
ん
の
良
い
縁
に
恵
ま
れ

た
こ
と
に
気
付
き
、
島
根
県
立
大
学

に
来
て
よ
か
っ
た
、と
心
か
ら
思
う
」

「
学
位
を
取
得
す
る
事
が
で
き
た
の

は
、
ひ
と
え
に
先
生
方
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
賜
物
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

共
に
研
究
の
苦
し
み
や
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
院
生
の
仲
間
や
、
大
学
職

員
、
そ
の
ほ
か
私
達
の
大
学
院
生
活

に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
全
て
の
人

た
ち
、
そ
し
て
、
日
本
で
の
留
学
生

活
を
こ
れ
ま
で
励
ま
し
支
え
て
く
れ

た
家
族
に
、
深
く
感
謝
し
て
い
る
」

と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
で
は
、
４
期
生
と
な

る
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
課
程
認

定
証
と
し
ま
ね
県
立
大
学
大
学
賞
の

授
与
を
行
い
ま
し
た
。

卒業式の様子

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
２
０
０

総
合
政
策
学
部
し
ま
ね
地
域
マ

イ
ス
タ
ー
４
期
生
が
認
定
さ
れ

ま
し
た

　
本
学
で
は
、
島
根
地
域
の
様
々
な

分
野
に
お
い
て
課
題
解
決
能
力
を

も
っ
た
学
生
を
認
定
す
る
「
し
ま
ね

地
域
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
い
う
独
自
の

制
度
を
平
成
27
年
度
入
学
生
よ
り
設

け
て
い
ま
す
。
卒
業
時
に
は
、
自
ら

地
域
の
課
題
に
対
し
て
向
き
合
い
、

考
え
、
課
題
解
決
に
向
け
た
行
動
力

の
あ
る
人
材
と
し
て
、
社
会
に
飛
び

出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
、
し
ま
ね

地
域
マ
イ
ス
タ
ー
課
程
４
期
生
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
「
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス

タ
ー
論
文
完
成
後
の
研
究
発
表
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
昨
年
度
同
様
に

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
よ
り
実
施
し

ま
し
た
。

　
配
信
期
間
を
限
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
各
学
生
の
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
人
た
ち
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
は
、
し
ま
ね
地
域
マ
イ
ス

タ
ー
の
研
究
成
果
を
還
元
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
優
秀
な
地
域
共
生
卒

業
研
究
に
は
、
次
の
と
お
り
各
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
最
優
秀
賞
】
大
串
茉
里
望
さ
ん

　
「
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
効
果

的
な
情
報
発
信
方
法
の
考
察
～
島
根

県
邑
南
町
を
事
例
と
し
た
研
究
～
」

【
浜
田
市
長
賞
】
院
内
誠
春
さ
ん

　
「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
」

問
合
せ　
連
携
交
流
課

　
☎
�
９
０
６
３

　
今
月
号
か
ら
、
４
月
に
着
任
し
た

教
員
を
紹
介
し
ま
す
。
初
回
は
、
須

原
菜
摘
講
師
（
地
域
経
済
経
営
コ
ー

ス
）
で
す
。

　
浜
田
市
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
須
原
菜
摘
と
申
し
ま
す
。
東
京

都
出
身
で
す
が
、
静
岡
大
学
を
卒
業

後
、
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
に
進
学

し
ま
し
た
。

　
静
岡
県
に
一
人
暮
ら
し
を
し
た
際
、

「
同
じ
日
本
な
の
に
、
な
ん
で
東
京

と
地
方
は
こ
ん
な
に
違
う
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
疑
問
か
ら
、
東
京
一
極

集
中
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

　
島
根
県
は
今
回
は
じ
め
て
訪
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
だ
け
地
域
の
自
然

的
・
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
を
保
全

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
驚
き
で
す
。

　
専
門
は
地
域
経
済
政
策
・
経
済
統

計
で
す
。
島
根
県
の
皆
さ
ん
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
研
究
・
教
育
活
動
に

励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
２
０
０ 須原菜摘講師

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

簡
易
閲
覧
所
の
ご
案
内

　
佐
々
田
奉
公
会
簡
易
閲
覧
所
は
、
気
軽
に

本
を
手
に
と
っ
て
読
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
市
内
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
本
の
入

替
も
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
新
し
い
本

も
含
め
た
入
替
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】

　
長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
周
布
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
美
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
大
麻
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
国
府

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
石
見
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
後
野
分
館
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
長
見
分
館
、
国
府
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
有
福
分
館
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
久
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
木

田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
安
城
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
、
井
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

貸出ベスト10（令和４年３月期）
順位 タイトル 著者
1 塞王の楯 今村　翔吾
2 透明な螺旋 東野　圭吾
3 白鳥とコウモリ 東野　圭吾
4 ブラックボックス 砂川　文次
５ 黒牢城 米澤　穂信
６ ヒポクラテスの試練 中山　七里
７ ミカエルの鼓動 柚月　裕子
８ 愚かな薔薇 恩田　陸
９ 52ヘルツのクジラたち 町田　そのこ
10 特許やぶりの女王 南原　詠

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は
、
こ
ど
も
の
読

書
週
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
い
本
や
よ

い
雑
誌
に
親
し
む
こ
と
を
す
す
め
、
読
書
の
楽

し
み
や
喜
び
を
知
ら
せ
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
・
企
画
展
示
室
】

特
別
展「
生
誕
１
０
０
年 

回
顧
展　
石
本
正
」

会
期　
６
月
12
日
㈰
ま
で

観
覧
料　
当
日
券
は
右
枠
内
参
照

　
前
売
券
（
一
般
の
み
）
６
０
０
円

　
ロ
ー
ソ
ン
各
店
で
販
売
（
Ｌ
コ
ー
ド
６
２

８
０
３
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
し
た
人
の
う
ち
、
高
校

生
以
下
無
料
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

「
生
誕
１
０
０
年 

回
顧
展 

石
本
正
」 

関
連

素
描
展　

「
風
景
」　
５
月
19
日
㈭
ま
で

令
和
３
年
度　
石
正
美
術
館　
絵
画
教
室
作

品
展

会
期　
５
月
21
日
㈯
～
６
月
12
日
㈰

観
覧
料　
無
料

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
石
州
和
紙
で
こ
い
の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！

日
時　
５
月
５
日
㈷　
午
後
１
時
～
３
時

会
場　
石
正
美
術
館
回
廊
（
荒
天
時
創
作
室
）

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
10
人
（
要
予
約
）

●
ス
イ
ー
ツ
粘
土
「
パ
ン
ケ
ー
キ
の
メ
モ
ス
タ

ン
ド
」

日
時　
５
月
７
日
㈯

　
①
午
後
１
時　
②
午
後
２
時　
③
午
後
３
時

会
場　
石
正
美
術
館
回
廊
（
荒
天
時
創
作
室
）

参
加
費　
６
０
０
円

定
員　
各
回
10
人
（
要
予
約
）

講
師　
ア
ト
リ
エ
カ
ロ
ス　
琴
野
和
世
さ
ん

スタンド含め
高さ約8㎝

●
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　
５
月
７
日
㈯　
午
後
２
時
～
２
時
45
分

会
場　
石
本
正
記
念
展
示
室
ほ
か

※　
参
加
に
は
観
覧
券
が
必
要

●
特
別
講
演
会
「
石
本
正
の
回
顧
展
か
ら
見
え

て
き
た
こ
と
」

日
時　
５
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

会
場　
石
正
美
術
館
創
作
室

定
員　
30
人
（
要
予
約
）

参
加
費　
無
料

講
師　
田
野
葉
月
さ
ん
（
滋
賀
県
立
美
術
館　

学
芸
員
）
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月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.305

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

柚
木
沙
弥
郎
の
世
界

　
染
色
作
品
を
は
じ
め
、
版
画
や
絵

本
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
づ
く
り

に
挑
戦
し
て
い
る
柚
木
さ
ん
の
芸
術

の
世
界
を
紹
介
す
る
展
覧
会
。

助
成　
芸
術
文
化
振
興
基
金

会
期　
５
月
８
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　
８
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
４
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　
　
浜
田
市
民
（
一
般
）
６
０
０
円

展示室の様子

す
ご
ろ
く
世
界
旅
行
展

　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
が
収
蔵
す
る

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
鑑
賞
し

な
が
ら
、
ま
る
で
世
界
を
旅
し
て
い

る
か
の
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
、
楽

し
い
展
覧
会
が
始
ま
り
ま
す
。
会
場

で
は
自
分
が
コ
マ
に
な
る
「
す
ご
ろ

く
ゲ
ー
ム
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、
世

界
各
国
・
地
域
の
作
品
に
出
会
っ
て

く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
14
日
㈯
～
７
月
３
日
㈰

料
金　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
入

館
を
お
控
え
い
た
だ
き
、
来
館
の

際
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

※　
混
雑
す
る
場
合
は
、
入
場
を
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
１
階
・
創
作
室
で
３
時
30
分

ま
で
受
付
。
材
料
が
な
く
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　
蝋
を
こ
ね
て
動
物
を
作
ろ
う
！

◎
５
月
１
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
こ
い
の
ぼ
り
を
デ
ザ
イ
ン
》

　
布
に
テ
ー
プ
を
貼
り
模
様
を
つ
け
、

上
か
ら
絵
の
具
で

色
を
つ
け
よ
う
。

◎
３
日
㈷
～
５
日
㈷

参
加
費　
３
０
０
円

《
パ
タ
パ
タ
蝶
々
》

　
羽
が
う
ご
く
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
。

◎
７
日
㈯
・
８
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
》

　
カ
ー
ド
に
絵
を
描
い
て
あ
そ
ぼ
う
！

◎
14
日
㈯
・
15
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
新
聞
紙
で
ア
フ
リ
カ
の
動
物
を
つ

く
ろ
う
》

　
新
聞
紙
を
動
物
に
変
身
さ
せ
よ
う
！

◎
21
日
㈯
・
22
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
メ
キ
シ
コ
の
お
面
づ
く
り
》

　
ガ
イ
コ
ツ
の
形
の
お
面
を
作
る
よ
。

◎
28
日
㈯
・
29
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

後
藤
正
治
写
真
展
（
前
期
）

　
浜
田
市
ゆ
か
り
の
写
真
家
・
後
藤

正
治
さ
ん
の
写
真
展
。「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」
を
旅
し
た
彼
の
写
真
を
と
お
し

て
、
ゴ
ビ
砂
漠
や
雪
を
頂
く
天
山
山

脈
な
ど
の
風
景
、
現
地
の
人
々
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
期　
５
月
21
日
㈯
～
６
月
12
日
㈰

会
場　
３
階
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室

料
金　
無
料

《フンザ村の少女》

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
９
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日

振
替
日　
６
日
㈮

展
示
替　
10
日
㈫
～
13
日
㈮

パタパタ蝶々
作品例 デザイン例

メキシコのお面
作品例

タイの児童画

オーストラリアの
児童画

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,041 18,034 19,729 37,763
金 城 1,864 1,907 2,060 3,967

旭 1,302 1,288 1,282 2,570
弥 栄 632 538 601 1,139
三 隅 2,773 2,721 2,897 5,618
合 計 25,612 24,488 26,569 51,057

（単位：人）
人　口（３月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

３
月
13
日
㈰
、
浜
田
市
出
身

の
三
浦
龍
司
選
手
を
招
い
て
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
学
ぼ

う
‼
浜
田
陸
上
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

三
浦
選
手
は
、
浜
田
ジ
ュ
ニ

ア
陸
上
教
室
の
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
走
っ
た
後
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
質
問
に
、
一
つ
一
つ

丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

今月の表紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 ‒1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45‒1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 ‒2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32 ‒2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

５ 令
和
４
年

N
o.253

広
報

本
庁
　

〒
697-8501 島

根
県
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
　
　
 ☎

0855 －22－2612（
代
表
）

　
　
https://w

w
w
.city.ham

ada.shim
ane.jp

　
　
info@

city.ham
ada.lg.jp
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